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明神通り振興会 新緑青もみじライトアップ特別イベント開催！！
四代目 玉田玉秀斎独演会 小國神社ものがたり～だいこくさまとともに～

例祭の斎行 ～日々の“感謝”を伝えともに“喜び”をわかちあう～

桐村里紗／天籟株式会社代表取締役医師
プラネタリーヘルス・イニシアティブ代表理事／／天籟株式会社代表取締役医師
プラネタリーヘルス・イニシアティブ代表理事

第63回神宮式年遷宮（令和15年）に向けて
ふ　　だ ふ　　だ

「お伊勢様のお神札」（神宮大麻）と「氏神様のお神札」のいろは

AI時代に求められる畏敬知性とは
い　 けい　 ち　 せい



始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
に
は
、
初
の
海
外
分
祠
シ
ラ
チ
ャ
小
国

神
社
が
タ
イ
王
国
に
ご
鎮
座
と
な
り
ま
し
た
。
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。
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で
は
、
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と
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に
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幣
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に
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に
再
度
の
火
災
に
よ
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が
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に
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さ
れ
現
在
に
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っ
て
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り
ま
す
。
平
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十
七
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に
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御
鎮
座
一
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五
〇
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遠
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さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
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広
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し
ま
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ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
に
は
、
初
の
海
外
分
祠
シ
ラ
チ
ャ
小
国

神
社
が
タ
イ
王
国
に
ご
鎮
座
と
な
り
ま
し
た
。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
ご
由
緒

創
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小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中 　この物語は、静岡市在住の絵本・造形

作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

小
國
神
社
と

徳
川
家
康
公
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
・
秘
話
も
…

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い



　
昨
年
よ
り
、
明
神
通
り
振
興
会
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
奉
仕
に
よ
り
、
試
験
的
に
実
施
し
た
『
青
も

み
じ
』
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
、
本
年
よ
り
本
格
始
動
と
な
り
五
月
九
日
に
鑑
賞
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、

多
く
の
参
拝
者
が
夜
の
幻
想
的
な
ご
神
域
を
散
策
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
初
夏
か
ら
盛
夏
に
か
け
て
の

新
た
な
楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
ご
参
拝
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
一
方
で
、
本
年
六
月
十
一
日
に
一
宮
川
に
架
か
る
『
も
み
じ
橋
』
が
復
旧
い
た
し
ま
し
た
。『
も

み
じ
橋
』
は
、
県
内
屈
指
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
県
内
外
は
も
と
よ
り
諸
外
国
か
ら
も
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
た
ち
が
訪
れ
、
S
N
S
や
写
真
展
な
ど
で
多
く
の
美
し
い
写
真
が
世
に
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
四
年
九
月
の
台
風
十
五
号
の
影
響
で
被
災
、
橋
が
流
出
、
復
旧
は
懸
案
事

項
の
ひ
と
つ
で
し
た
が
、
激
甚
化
す
る
風
水
害
の
影
響
も
あ
り
、
計
画
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
正
光
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
山
本
欣
宏
様
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、
元
の
場
所
に

復
す
る
事
が
叶
い
、『
も
み
じ
橋
』
を
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
皆
様
も
安
心
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
世
相
に
目
を
転
じ
て
み
ま
す
と
皇
室
典
範
の
改
正
に
つ
い
て
、
現
在
も
様
々
な
報
道

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
ご
皇
室
の
長
い
伝
統
と
皇
位
の
尊
厳
を
陥
れ
、
国
論
を
二
分
す

る
よ
う
な
論
調
も
目
立
つ
こ
と
は
大
変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、

A
I
を
駆
使
し
、
有
識
者
が
あ
た
か
も
喋
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
事
実
無
根
の
フ
ェ
イ
ク
動
画
な
ど

が
多
数
流
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
フ
ェ
イ
ク
動
画
の
発
信
先
の
一
つ
が
香
港
で
あ
っ
た
と
の

分
析
も
あ
り
ま
す
。
今
や
、
国
外
か
ら
も
容
易
に
国
民
の
分
断
を
煽
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の

標
的
が
ご
皇
室
に
ま
で
及
ん
で
い
る
事
実
に
私
た
ち
日
本
国
民
は
危
機
感
を
持
ち
、
対
処
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
令
和
二
年
十
一
月
、
お
姿
麗
し
く
秋
篠
宮
文
仁
親
王
が
皇
位
継
承
順
位
一
位
の
「
皇

嗣
」
と
な
ら
れ
た
こ
と
を
国
内
外
に
宣
明
す
る
『
立
皇
嗣
の
礼
』
が
、
天
皇
陛
下
の
憲
法
に
定
め
る

国
事
行
為
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
は
私
た
ち
の
記
憶
に
も
新
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
初
代
神
武
天
皇
か
ら
今
上
陛
下
に
至
る
ま
で
百
二
十
六
代
続
く
男
系
男
子
の

血
統
こ
そ
が
世
界
で
唯
一
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
背
骨
で
あ
る
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
事
実

で
す
。

　
こ
の
度
の
皇
室
典
範
改
正
も
、
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
内
容
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
職
員
一
同
、
神
慮
を
畏
み
、
ご
皇
室
の
ご
安
泰
と
国
の
安
寧
、
世
界
の
平
和
を
祈
り
、
社
務
に
精

進
し
て
参
り
ま
す
。
夏
に
向
か
い
各
位
の
ご
壮
健
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

3

フォトスポット「もみじ橋」が復興（令和8年6月11日）

こ
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こ
う

青
も
み
じ
の
季
節
に

青
も
み
じ
の
季
節
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し

り
っ   

こ
う     

し

じ
ん    

む     

て
ん    

の
う

れ
い
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日
々
の〝
感
謝
〞を
伝
え

　
　
と
も
に〝
喜
び
〞を
わ
か
ち
あ
う

　
本
年
の
例
祭
期
間
は
四
月
十
六
日
㈭

末
社
塩
井
神
社
の
垢
離
祭
の
斎
行
に
始

ま
り
、
十
七
日
㈮
に
は
前
日
祭
を
斎
行
、

無
事
に
十
八
日
㈯
を
迎
え
、
例
祭
を
執

り
行
い
、
同
日
午
後
二
時
か
ら
国
指
定

無
形
民
俗
文
化
財『
古
式
十
二
段
舞
楽
』

を
大
前
に
奉
奏
し
ま
し
た
。

　
翌
日
、
十
九
日
㈰
十
一
時
か
ら
古
式

十
二
段
舞
楽
を
奉
奏
、
午
後
二
時
か
ら

の
神
幸
祭
で
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た

中
で
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
、
大
宝
元
年

（
七
〇
一
）
の
勅
使
参
向
の
時
代
絵
巻

を
再
現
し
た
勅
使
行
列
が
参
道
を
華
や

か
に
飾
り
ま
し
た
。
本
年
の
勅
使
役
に

は
森
町
町
議
会
議
長
中
根
信
一
郎
様
に

ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
期

間
中
に
は
静
岡
新
聞
社
・
中
日
新
聞
社

に
よ
る
取
材
も
あ
り
、
例
祭
の
様
子
と
、

古
式
十
二
段
舞
楽
の
歴
史
と
魅
力
が
地

元
紙
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
賑
や
か
な
ご
神
域
の
様
子
に
大
神
様

も
さ
ぞ
、
お
喜
び
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
常
日
頃
変
わ
る
こ
と
の
な
い
祭

事
、
行
事
へ
の
ご
奉
仕
に
対
し
ま
し
て

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
例
祭
期
間
の
様
子
を
お

届
け
し
ま
す
。

例
祭
期
間
の

ご
報
告

大
神
様
の
も
と
に
集
い

例例
祭祭

●例祭とは
　神社にとって最も重要な祭祀の一つで、最も重い斎戒を経て、年に一度執
り行います。その神社やご祭神にとって特別に由緒あるお祭りで、俗に例大
祭とも称されます。
　当社では、ご祭神大己貴命（おおなむちのみこと）が本宮山に鎮まったと
される吉日です。
●神社の「お祭り」の本当の意味とは？
　お祭りというと、デパートのお客様感謝祭や、文化施設などでは、国際映
画祭、芸術祭、あるいは最近流行のオクトーバーフェスト・音楽フェスなど
賑わいを見せるイベント的な意味合いで使われることもあります。
　神社においてもお祭りによっては、行列が登場し、笛や太鼓の調べが流れ、
屋台が立ち並ぶなどの賑やかな部分もあります。
　しかしながら、神社でのお祭りの本当の意味は、そのような賑やかな部分
も含め、心身を清め、神様に対面し感謝の真心を捧げることにあります。
●「まつり」の語源
　「まつり」の語源は神様のお力に従い奉仕する「まつらうふ」という言葉
に由来するとされています。
　また、「まつり」ということばには「待つ」という意味も含まれています。
　太古の昔、神様は遠いところからいらっしゃり、山や岩そして木などに
宿ると考えられてきました。
　このようなことから、神様が現れることを「待ち」、ご神威に服すること
が「まつり」の語源であると考えられています。

「お祭り」は日本が世界に誇る「祈りの伝統」です
さい  かい
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垢
籬
祭
の
斎
行

四
月
十
六
日
㈭

　
責
任
役
員
の
皆
様
・
舞
楽
奉
仕
者
ご
参
列

の
も
と
、
末
社
塩
井
神
社
の
垢
籬
祭
を
斎
行

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
例
祭
を
斎

行
す
る
に
あ
た
り
、
神
職
・
舞
楽
人
が
身
を

清
め
る
為
の
塩
水
を
汲
む
お
祭
り
で
す
。

前
日
祭
の
斎
行

四
月
十
七
日
㈮

　
前
日
祭
は
、
例
祭
の
無
事
の
斎
行
を
祈
る

大
切
な
お
祭
で
す
。

　
そ
の
起
源
は
、
重
要
な
祭
祀
の
前
夜
に
神

霊
の
降
臨
を
祈
る
祭
り
が
始
ま
り
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
責
任
役
員
の
皆
様
ご
参
列
の
も
と
斎
行
い

た
し
ま
し
た
。

例
祭
の
斎
行

四
月
十
八
日
㈯

　
本
年
の
例
祭
は
、
森
町
長
太
田
康
雄
様
・

浜
松
市
長
中
野
祐
介
様
・
静
岡
県
神
社
庁
長

河
村
基
夫
様
を
は
じ
め
、
一
八
〇
名
を
越
え

る
皆
様
に
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
厳
粛
の
う

ち
に
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
重
ね

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御神宝捧持者の行列（4月19日）▲ ▲約180名の方々にご参列いただきました
　（4月18日）

▲塩井戸の塩水を汲み、
　舞楽奉仕者の身体を清めます（4月16日）

▲衆議院議員
　稲葉大輔様

▲衆議院議員
　山本裕三様

▲森町長
　太田康雄様

▲浜松市長
　中野祐介様

▲静岡県神社庁長
　河村基夫様

例祭斎行後に▲
挨拶を述べる宮司　

▲舞揃え
　舞の仕上がりを確認します（4月16日）

例祭期間には、▲
御神燈と雪洞が奉献されます（4月17日）　

▲稚児行列ご参列の皆さま（4月19日）
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試
楽
（
古
式
十
二
段
舞
楽
奉
奏
）

四
月
十
八
日
㈯

　
こ
の
日
の
舞
楽
奉
奏
は
「
試
楽
」
と
呼
び
、

翌
日
の
奉
奏
は
「
本
祭
」
と
呼
ぶ
習
わ
し
が

あ
り
ま
す
。

　
「
試
し
の
楽
」
と
書
き
ま
す
が
、
舞
楽
人

一
同
は
真
剣
そ
の
も
の
の
ご
奉
仕
で
す
。

神
子
舞
の
奉
奏

四
月
十
九
日
㈰

　
本
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
無
事
神
幸
所

に
て
神
幸
祭
を
執
り
行
い
、
勅
使
役
、
神
宝

捧
持
者
、
神
輿
役
奉
仕
者
な
ど
総
勢
二
〇
〇

名
を
超
え
る
皆
様
が
供
奉
・
参
列
す
る
な
か

で
の
神
子
舞
の
奉
奏
と
な
り
ま
し
た
。
一
糸

乱
れ
ぬ
舞
姿
は
ま
さ
に
神
様
に
奉
仕
す
る
姿

そ
の
も
の
で
す
。原
田
多
加
資
指
南
役
を
始
め
、

ご
奉
仕
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

氏
子
入
り
奉
告
祭
の
斎
行

四
月
十
九
日
㈰

　
氏
子
入
り
奉
告
祭
を
斎
行
し
、
氏
子
地
区

内
に
新
し
く
お
住
ま
い
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま

に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
氏
子
地
区
内
に
新
た
に
加
わ
ら
れ
た
こ
と

を
大
神
様
に
ご
奉
告
申
し
上
げ
、
さ
ら
な
る

ご
加
護
と
氏
子
地
区
の
安
泰
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
た
。

古
式
十
二
段
舞
楽
の
奉
奏

四
月
十
九
日
㈰

　
優
雅
で
力
強
い
舞
に
は
、
国
と
地
域
の
平

安
そ
し
て
、
人
々
の
繁
栄
の
祈
り
が
込
め
ら

れ
ま
す
。

　
本
年
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
ご
神
前
に
奉

納
さ
れ
る
舞
と
奏
楽
を
多
く
の
皆
様
が
拝
観

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
、
永
年
奉

仕
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
場
詞
信
指
南
役
を
は
じ
め
伝
承
に
関
わ

る
保
存
会
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

勅使役　中根信一郎様（4月19日）▲ ▲神輿渡御の様子（4月19日）

神幸所祭　神子舞の奉奏▲

神幸所祭　宮司祝詞奏上（4月19日）▲

原
田
多
賀
資

鈴
木
　
彩
葉
・
天
野
　
　
花

山
崎
　
菜
結
・
朝
比
奈
李
実

神
子
舞
奉
仕
者
御
芳
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

指
南
役

奉
仕
者

神子舞とは
み　　 こ　　まい

　当社の神子舞（御神楽）は、天正18年
（1590）の「遠州小國一宮天宮神領之事」
が初見で、400余年の伝統を誇ります。
　延宝6年（1678）の「配当帳」に「御
子　式部・蔵人・靱負・斎」とあり、す
でに近世初期には4人の舞となっていた
と記され、現在でもその形は継承されて
います。
　現在の指南役、原田多加資様は伝統文
化の継承に尽力されています。

森町指定無形民俗文化財　神子舞（巫女舞）
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大
神
様
へ
捧
げ
る〝
誠
の
心
〞

　
　
一
、三
〇
〇
年
続
く
幽
玄
の
伝
統

舞舞
楽楽

　古式十二段舞楽は、小國大神様への誠心をもって奉納することを本義として
います。
　大宝元年（701年）春18日、都から勅使（天皇の使者）が都から出向き、
現在の社地に里宮を開き、十二段の舞を奉納したことが舞楽の始まりと伝承さ
れています。また、舞楽は、東洋に発達した古代芸術の代表的なもので、『東洋
文化の粋』とも言われています。
　当社の舞楽の細部には、中央で失われたとされている所作が部分的に残って
おり、その文化的価値や伝承活動が認められ、昭和57年1月23日文化庁より
「重要無形民俗文化財」に指定され現在に至ります。

特殊神事芸能  小國神社古式十二段舞楽

稚児舞稚児舞

▶
五
番
「
太
平
楽
」

◀
八
番
「
二
の
舞
」

▶
六
番
「
新
ま
っ
く
」

◀
十
二
番
「
獅
子
」

白

幡

富

幸

大

場

詞

信

内

藤

明

廣

天
野
智
加
志

北

島

恵

介

高

木

　

誠

大
　
場 

篤

鶴

見

俊

之

小

川

正

恭

鈴

木

章

夫

岩

瀬

公

紀

嶋

田

秀

邦

野

口

雅

人

石

橋

宏

高

鈴

木

勝

幸

両

角

　

朗

鈴

木

康

雄

宮

谷

柚

衣

中

川

葵

翔

久
野
玄
太
郎

町

田

稀

星

山

本

三

陽

小

柳

陽

音

加

藤

壮

介

松

尾

柚

希

天
野
大
易
慈

寺

田

幸

司

妹

尾

考

勇

鈴

木

康

雄

山

本

辰

也

大
場
雄
一
朗

山

本

　

勉

下

原

健

史

成

瀬

満

雅

佐

野

泰

隆

鈴

木

康

雄

内

藤

　

篤

小

川

正

恭

嶋

田

秀

邦

内

山

智

昭

鈴

木

裕

也

村
松
浩
一
郎

鶴

見

祐

介

鈴

木

聖

也

栗

田

強

介

相
談
役

指
南
役

副
指
南
役

行
事
・
衣
裳
方

行

頭

楽

頭

楽

人

舞

方

衣
裳
方

見
習
い

稚

児

太
平
楽

色

香

安

摩

二
の
舞

陵

王

納
蘇
利

獅

子

古式十二段舞楽奉仕者御芳名
（敬称略）

（重要無形民俗文化財）
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四
月
十
七
日
㈮
、
ご
奉
納
い
た
だ
い
た
和
歌
を
ご

神
前
に
お
供
え
し
、
献
詠
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
の
兼
題
は
、「
お
米
」
と
「
青
」
で
、
氏
子

崇
敬
者
の
皆
さ
ま
よ
り
作
品
を
募
り
ま
し
た
。

　
和
歌
は
、
神
代
か
ら
伝
わ
る
文
化
と
し
て
今
日
ま

で
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
最
古
の
和
歌
は
、
古
事
記

に
も
記
述
が
あ
り
、
須
佐
之
男
命
が
櫛
名
田
比
賣
の

為
に
新
し
い
宮
殿
を
建
て
た
と
き
に
詠
ま
れ
た
歌
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
少
な
い
文
字
数
に
込
め
る
気
持
ち
は
言
葉
に
魂
が

宿
る
と
さ
れ
る
我
が
国
の
言
霊
信
仰
に
も
繋
が
り
ま

す
。

　
世
代
を
超
え
て
心
に
響
き
合
う
和
歌
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
と
ご
芳

名
を
掲
載
し
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〜
曇
り
無
き
心
で
詠
む

　
　
　
和
歌
を
ご
神
前
に
〜

子
ら
の
声 

ひ
び
く
刈
田
に 

風
の
手
が

稲
架
の
稲
穂
を 

し
ず
か
に
揺
ら
す

原
田
　
雅
子

お
供
へ
の 

真
白
き
洗
米 

盛
り
上
げ
て

お
稲
荷
様
へ 

祭
礼
の
朝

清
水
美
千
代

雪
柳 

ま
た
の
名
前
は 

小
米
花

五
弁
に
散
け 

土
に
か
が
や
く

杉
山
　
春
代

畦
道
を 
ラ
ン
ド
セ
ル
ゆ
く 

ポ
ポ
ポ
ッ
ポ

ゆ
れ
る
稲
穂
に 

光
る
金
髪

竹
原
　
和
子

嫁
ぎ
来
て 

田
植
え
草
掻
き 

田
の
仕
事

獲
れ
た
て
お
米
の 

旨
さ
知
り
た
り

内
藤
　
祥
子

大
い
な
る 

水
の
記
憶
に 

ふ
く
ら
み
て

越
後
の
米
は 

今
炊
き
あ
が
る

小
笠
原
小
夜
子

入
院
し 

絶
食
の
日
々 

解
か
れ
し
日

米
粥
の
一
匙 

幸
わ
せ
を
知
る

遠
藤
　
愛
子

店
先
の 

米
の
値
札
を 

見
比
べ
て

三
キ
ロ
先
の 

農
協
に
つ
く

土
屋
　
浩
子

た
っ
ぷ
り
の 

天
水
含
み 

蓄
へ
し

古
古
古
米
の 

湯
気
の
あ
た
ら
し

水
野
　
信
子

漱
石
の 

思
は
れ
人
の 

面
影
を

宿
し
て
『
門
』
の 

「
お
米
」
つ
ま
し
き

柴
田
　
典
昭

釡
洗
う 

幼
き
我
に 

飯
粒
を

無
駄
に
す
る
な
と 

盲
い
の
祖
母
は

柴
田
　
叔
子

鋤
き
を
へ
て 

ふ
り
向
く
先
の 

も
の
陰
に

水
仙
ひ
と
も
と 

黄
の
い
ろ
点
す

山
田
　
文
好

白
妙
の 

指
も
て
米
を 

研
ぐ
朝
に

水
冷
ゆ
る
ご
と
を 

田
人
思
へ
り

山
下
　
智
之

日
本
に
て 

生
ま
れ
た
我
は 

知
ら
ぬ
間
に

毎
日
食
べ
る 

米
主
食
な
り

山
本
　
淳
子

晴
天
に 

麦
の
穂
の
色 

太
陽
に

白
米
の
色
も 

う
る
は
し
き 

国
旗
に
込
め
し 

誇
り
は
歴
史

村
田
　
三
恵

炊
き
た
て
の 

お
米
の
香
り 

ふ
ん
わ
り
と

今
日
も
幸
せ 

お
い
し
い
ご
は
ん

牧
野
百
里
子

天
孫
に 

授
け
し
お
米 

い
の
ち
の
根 

神
の
恵
み
に 

感
謝
し
い
た
だ
く

牧
野
百
里
子

飯
盒
で 

お
米
を
炊
き
し 

吾
子
達
の

炭
つ
け
し
顔 

木
洩
れ
日
に
映
ゆ

藤
原
　
裕
昭

身
に
し
み
る 

母
の
言
葉
か 

エ
プ
ロ
ン
に

付
き
た
る
米
を 

思
わ
ず
食
す

田
内
　
弘
子

お
米
に
は 

元
気
な
パ
ワ
ー 

宿
っ
て
い
る
よ

三
度
食
せ
ば 

み
な
ぎ
る
力

小
原
か
よ
子

一
、兼
題 

「 

お
米 

」

赤
紙
に 

征
き
て
還
ら
ぬ 

兄
様
の

供
米
五
勺
に 

よ
ろ
こ
ぶ
カ
ラ
ス

古
木
さ
よ
子

一
粒
の 

お
米
も
命
と 

亡
母
の
声小

笠
原
靖
子

炊
き
上
げ
し 

新
米
の
香 

ま
と
ひ
た
る

塩
む
す
び
な
り 

男
の
昼
餉

榑
松
　
靖
彦

神
田
に
て 

穫
れ
し
し
ら
米 

御
酒
と
な
し

樂
の
鉦
を
ぞ 

盃
と
せ
む

田
鍬
　
智
志

公
園
に 

落
花
の
如
く 

散
り
ぼ
ひ
し 

長
粒
米
の 

か
な
し
か
り
け
り

海
瀬
安
紀
子

稲
と
い
う 

母
体
あ
っ
て
の 

米
な
れ
ど

米
に
お
は
付
き 

稲
に
お
は
無
し

木
村
　
　
翠

米
粒
の 

如
き
蕾
を 

ほ
こ
ろ
ば
せ

春
陽
の
ど
か
に 

雪
柳
咲
け
り

遠
藤
　
若
葉

こ
と  

だ
ま   

し
ん  

こ
う

は
　  

き

〝
和
歌
は
神
代
か
ら
伝
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
こ
こ
ろ
で
す
〞

ば
ら

よ
ね

　
兼
題
「
お
米
」

　
お
米（
稲
穂
）は
、
神
様
へ
の
大
切
な
お
供
え
物
と
同
時
に

◀
日
本
文
化
の
基
で
す
。
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子
ら
の
声 

ひ
び
く
刈
田
に 

風
の
手
が

稲
架
の
稲
穂
を 

し
ず
か
に
揺
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す

原
田
　
雅
子

お
供
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真
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米 

盛
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上
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て

お
稲
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ポ
ポ
ポ
ッ
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ゆ
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る
稲
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光
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金
髪

竹
原
　
和
子

嫁
ぎ
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て 

田
植
え
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掻
き 

田
の
仕
事
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て
お
米
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さ
知
り
た
り

内
藤
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子

大
い
な
る 

水
の
記
憶
に 

ふ
く
ら
み
て

越
後
の
米
は 

今
炊
き
あ
が
る

小
笠
原
小
夜
子

入
院
し 

絶
食
の
日
々 

解
か
れ
し
日

米
粥
の
一
匙 

幸
わ
せ
を
知
る

遠
藤
　
愛
子

店
先
の 

米
の
値
札
を 

見
比
べ
て

三
キ
ロ
先
の 

農
協
に
つ
く

土
屋
　
浩
子

た
っ
ぷ
り
の 

天
水
含
み 

蓄
へ
し

古
古
古
米
の 

湯
気
の
あ
た
ら
し

水
野
　
信
子

漱
石
の 

思
は
れ
人
の 

面
影
を

宿
し
て
『
門
』
の 

「
お
米
」
つ
ま
し
き

柴
田
　
典
昭

釡
洗
う 

幼
き
我
に 

飯
粒
を

無
駄
に
す
る
な
と 

盲
い
の
祖
母
は

柴
田
　
叔
子

鋤
き
を
へ
て 

ふ
り
向
く
先
の 

も
の
陰
に

水
仙
ひ
と
も
と 

黄
の
い
ろ
点
す

山
田
　
文
好

白
妙
の 

指
も
て
米
を 

研
ぐ
朝
に

水
冷
ゆ
る
ご
と
を 

田
人
思
へ
り

山
下
　
智
之

日
本
に
て 
生
ま
れ
た
我
は 

知
ら
ぬ
間
に

毎
日
食
べ
る 

米
主
食
な
り

山
本
　
淳
子

晴
天
に 

麦
の
穂
の
色 
太
陽
に

白
米
の
色
も 

う
る
は
し
き 
国
旗
に
込
め
し 

誇
り
は
歴
史

村
田
　
三
恵

炊
き
た
て
の 

お
米
の
香
り 

ふ
ん
わ
り
と

今
日
も
幸
せ 

お
い
し
い
ご
は
ん

牧
野
百
里
子

天
孫
に 

授
け
し
お
米 

い
の
ち
の
根 

神
の
恵
み
に 

感
謝
し
い
た
だ
く

牧
野
百
里
子

飯
盒
で 

お
米
を
炊
き
し 

吾
子
達
の

炭
つ
け
し
顔 

木
洩
れ
日
に
映
ゆ

藤
原
　
裕
昭

身
に
し
み
る 

母
の
言
葉
か 

エ
プ
ロ
ン
に

付
き
た
る
米
を 

思
わ
ず
食
す

田
内
　
弘
子

お
米
に
は 

元
気
な
パ
ワ
ー 

宿
っ
て
い
る
よ

三
度
食
せ
ば 

み
な
ぎ
る
力

小
原
か
よ
子

一
、兼
題 

「 

青 

」

赤
紙
に 

征
き
て
還
ら
ぬ 

兄
様
の

供
米
五
勺
に 

よ
ろ
こ
ぶ
カ
ラ
ス

古
木
さ
よ
子

一
粒
の 

お
米
も
命
と 

亡
母
の
声小

笠
原
靖
子

炊
き
上
げ
し 

新
米
の
香 

ま
と
ひ
た
る

塩
む
す
び
な
り 

男
の
昼
餉

榑
松
　
靖
彦

神
田
に
て 

穫
れ
し
し
ら
米 

御
酒
と
な
し

樂
の
鉦
を
ぞ 

盃
と
せ
む

田
鍬
　
智
志

公
園
に 

落
花
の
如
く 

散
り
ぼ
ひ
し 

長
粒
米
の 

か
な
し
か
り
け
り

海
瀬
安
紀
子

稲
と
い
う 

母
体
あ
っ
て
の 

米
な
れ
ど

米
に
お
は
付
き 

稲
に
お
は
無
し

木
村
　
　
翠

米
粒
の 

如
き
蕾
を 

ほ
こ
ろ
ば
せ

春
陽
の
ど
か
に 
雪
柳
咲
け
り

遠
藤
　
若
葉

彼
岸
入
り 

白
木
蓮
の 

高
く
咲
き

空
の
青
さ
を 

我
に
教
へ
り

伊
藤
八
重
子

青
空
へ 

広
が
る
楓
の 

う
す
み
ど
り

粒
ら
な
紅
き 

花
を
た
づ
さ
ふ

清
水
美
千
代

つ
や
や
か
な 

赤
き
果
実
の 

失
せ
し
の
ち

青
木
は
ひ
そ
か
な 

花
を
つ
け
た
り

杉
山
　
春
代

森
町
の 

山
あ
ひ
流
る
る 

太
田
川

や
が
て
注
が
む 

青
き
海
原

内
藤
　
祥
子

草
堤 

い
っ
ぽ
ん
に
へ
だ
つ 

空
青
く

そ
ら
よ
り
ひ
び
く 

秋
の
水
流

小
笠
原
小
夜
子

風
に
乗
り 

青
田
を
よ
ぎ
る 

鳥
の
影

あ
れ
は
ツ
バ
メ
か 

母
が
見
に
来
た

松
島
　
良
江

〝
和
歌
は
神
代
か
ら
伝
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
こ
こ
ろ
で
す
〞
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信
号
が 

青
の
と
き
つ
ぎ
の 

赤
を
待
つ

休
む
歳
な
り 

沈
丁
花
の
路

土
屋
　
浩
子

晴
れ
晴
れ
と 
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ブ
ル
ー 

歌
ひ

た
る

西
城
秀
樹
も 

い
ま
空
の
果
て

柴
田
　
典
昭

海
と
空 

富
士
山
見
え
る 

大
崩

通
っ
た
日
々
が 

き
ら
め
い
て
い
る

柴
田
　
叔
子

真
青
か
ら 

う
す
紫
に 

変
は
り
た
る

あ
ぢ
さ
ゐ
の 

測
り
が
た
し
よ

水
野
　
信
子

青
雲
の 

た
な
び
く
山
の 

嶺
見
れ
ば

皇
御
國
は 

常
盤
な
り
け
り

山
下
　
智
之

我
も
ま
た 

青
き
宇
宙
の 

創
造
主

年
中
無
休
の 

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

守
谷
　
弘
美

青
空
に 

小
さ
な
煙
突 

ひ
と
つ
見
ゆ

煙
そ
よ
そ
よ 

横
に
流
れ
る

山
本
　
淳
子

空
と
海 

青
い
山
な
み 

瀬
戸
内
の

宮
島
参
り 

白
寿
の
母
と

牧
野
百
里
子

舞
い
降
り
た 

東
寺
の
池
の 

青
鷺
は

我
を
見
つ
め
て 

時
は
止
ま
れ
り

藤
原
　
裕
昭

オ
フ
サ
イ
ド
は 

わ
か
ら
な
い
け
ど 

知
っ
て

い
る

顔
も
名
前
も 

サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
は

田
中
　
博
美

空
は
青 

大
地
は
小
麦
の 

黄
金
い
ろ

踏
み
に
じ
ら
れ
て 

あ
あ
幾
年
ぞ

田
内
　
弘
子

見
上
げ
れ
ば 

雲
ひ
と
つ
な
い 

青
空
に

夢
広
が
り
し 

絵
顔
生
れ
る

小
原
か
よ
子

　
鳥
ハ 

あ
お
き
鳥
な
り 

そ
の
あ
お
は

ひ
か
り
の
青
な
り 

水
面
に
反
え
る

古
木
さ
よ
子

お
く
れ
毛
の 

ひ
と
す
じ
頬
に 
か
ゝ
り
い
る

若
き
海
老
蔵 「
青
海
波
」
舞
う

勝
田
　
洋
子

振
り
返
れ
ば 

我
に
も
あ
り
き 

青
春
が

ア
オ
ハ
ル
謳
歌
す 

令
和
の
若
さ
ら

榑
松
　
靖
彦

西
の
方
は 

今
は
焼
野
と 

な
り
ぬ
と
も

青
色
青
光 

黄
色
黄
光

田
鍬
　
智
志

も
し
声
に 

色
が
そ
れ
ぞ
れ 

あ
る
の
な
ら

あ
な
た
の
声
は 

深
海
の
青

海
瀬
安
紀
子

新
緑
の 

宵
の
主
役
は 

青
も
み
じ

さ
か
さ
に
照
ら
さ
れ 

何
を
思
う
や

木
村
　
　
翠

あ
の
空
を 

君
の
喩
と
し
て 

編
み
上
げ
し

青
き
マ
フ
ラ
ー 

朝
日
に
揺
れ
て

遠
藤
　
若
葉

〝
世
代
を
超
え
て
心
に
響
き
合
う
敷
島
の
道
〞

　
兼
題
「
青
」

◀
雲
の
隙
間
か
ら
見
え
る
小
國
ブ
ル
ー
の
青
空
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清浄な灯りをご神前に
㈱
阿
部　
　
　
　

栃
木
県

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

大
石
糀
店　
　
　

森　

町

大
沼
建
設
㈱　
　

森　

町

岡
野
建
設
㈱　
　

森　

町

㈱
小
倉
商
店　
　

森　

町

春
日
屋
青
果
店　

袋
井
市

京
都
奉
製
㈱　
　

京
都
府

倉
見
建
設
㈱　
　

森　

町

㈱
三
愛
工
芸　
　

茨
城
県

㈱
三
永　
　
　
　

森　

町

㈱
松
鶴　
　
　
　

袋
井
市

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 　

　

エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　

袋
井
市

豊
田
合
成
㈱　

森
町
工
場

　
　
　
　
　
　
　

森　

町

㈱
長
谷
川
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県

常
陸
神
宝
㈱　
　

茨
城
県

み
ど
り
写
真
館　

森　

町

㈱
エ
ビ
ス
シ
マ
ダ

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県

安
間
製
箸
㈱　
　

森　

町

正
光
建
設
㈱　
　

森　

町

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県

御 

芳 

名
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

神
賑
わ
い
の
灯
り
雪
洞
献
燈

御 

芳 

名
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

　
　
　

㈱
鈴
木
長
十
商
店

こ
と
ま
ち
夢
小
径

　
　
　

㈱
鈴
木
長
十
商
店

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

　

㈱
ネ
ク
サ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
久
米
吉

㈲
太
田
茶
店

神
宏
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

森
の
ど
う
ぶ
つ
病
院

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｅ
遊
穂

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

松
田
歯
科
医
院

㈲
ア
マ
ノ

ア
パ
ー
ト
管
理
（
同
）

㈲
大
井
製
作
所

平
松
建
築
㈱

シ
ー
ネ
ク
サ
ス
㈱

㈲
オ
ー
キ
ッ
ド

㈱
う
こ
っ
け
い
苑

大
同
D
M
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　

静
岡
工
場

㈱
ザ
・
フ
ォ
レ
ス
ト

　
　

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

㈱
菓
匠　

あ
さ
お
か

㈲
富
士
鉄
工

北
嶋
糀
店

し
ん
ち
ゃ
ん
農
園

遠
州
森
鈴
木
農
園
㈱

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク　

滝
の
宮

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱

　
　
　
　
　
　

森
町
工
場

あ
さ
ひ
な
㈱

㈱
伸
孝

㈲
朝
比
奈
造
園

㈱
鈴
木
建
装

㈲
西
尾
工
務
店

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場

サ
ン
フ
ー
ド
機
販
㈱

　
　
　
　
　
　

静
岡
工
場

西
村
医
院

シ
ャ
ト
ー
中
川

バ
イ
ク
の
森  bike&

cafe

金
山
化
成
㈱

　
　
　
　

シ
ズ
オ
カ
工
場

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場

㈱
山
本
環
境
整
備

カ
ネ
ト
ヨ
㈱

㈱
ツ
カ
モ
ト

㈱
や
ま
ひ
ろ
関
東
工
場

松
浦
製
茶
㈱

台
日
レ
ス
ト
ラ
ン

㈱
八
幡
屋
茶
舗

㈲
政
和
電
気

あ
し
か
び　

さ
の
や
会
館

㈱
鳶
の
友
誠

遠
州
み
も
ろ
焼

㈱
デ
イ
ト
ナ

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ

　
　
　
　

遠
中
サ
ー
ビ
ス

㈱
一
宮

㈲
今
泉
土
木

加
藤
修
・
孝
尚
事
務
所

カ
ル
ト
㈱

㈱
ア
イ
ム
フ
ァ
イ
ン

㈲
エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ

㈲
ア
カ
ネ
造
園
土
木

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
㈱

㈱
旭
自
動
車

㈲
北
島
電
気
工
業

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建

酒
の
田
中
屋

㈲
イ
ン
テ
リ
ア
村
松

マ
ル
ミ
塗
装

木
創
工
房 

森
童

cafe

も
り
ま
ち

㈱
大
塚
彫
刻
工
芸

髙
木
建
築

吹
き
ガ
ラ
ス
工
房

フ
ロ
レ
ス
タ
フ
ァ
ブ
リ
カ

noyau 

ノ
ワ
イ
ヨ

㈲
萩
原
造
園

鈴
伍
酒
店

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ギ

森
の
び
よ
う
し
つ

㈲
多
米
建
設

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱

一
ノ
宮
郵
便
局

入
鹿
ハ
ム

花
ぎ
ょ
う
ざ

㈱
ア
コ
ル
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ

乗
松
刃
物

楽
酒
処 

駿

工
房
Ｈ
Ａ
Ｌ

㈲
共
栄
土
建

㈱
日
本
温
装
工
業

㈱
袴
田
製
作
所

　
　
　
　
　
　

森
町
工
場

百
々
や

中
井
商
事
㈱
森
工
場

日
本
工
機
㈱

暁
雲
窯

鈴
木
土
建
㈱

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　

タ
カ
ヤ
ナ
ギ

高
柳
米
穀
店

㈲
渡
辺
防
水
工
事

㈲
す
ず
き
工
業

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築

遠
州
中
央
農
協

　
　
　
　
　
　

園
田
支
店

村
松
久
雄

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー

㈱
関
東
甲
信
ク
ボ
タ

　
　
　
　

遠
州
森
営
業
所

山
本
フ
ミ
コ
美
容
室

美
容
室
た
け
し
の
店

㈲
栄
産
業

㈲
金
原
石
油

㈱
家
本
工
務
店

建
機
工
業
㈱

鈴
木
美
容
院

東
京
理
容

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　

パ
ス
ト
ラ
ー
レ

豊
一
商
店

㈲
石
田
茶
店

㈲
鈴
木
次
郎
商
店

胡
祉
斎

遠
藤
か
ほ
る

清大
前
を
照
ら
す
御
神
燈
献
燈

　

本
年
の
例
祭
に
お
き
ま
し
て
も
多
く
の
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
よ
り
、
御
神
燈
と
雪
洞
を
献
燈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

灯
り
に
は
元
来
「
火
」
が
つ
き
も
の
で
「
火
」
は
清

め
祓
い
に
用
い
る
清
浄
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
私
た
ち
の
祖
先
は
「
火
」
そ
の
も
の
が
諸
霊
を

呼
び
込
む
も
の
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

大
前
に
灯
り
を
お
供
え
す
る
こ
と
は
、
照
明
と
し
て

の
意
味
と
、
ご
神
域
を
清
浄
に
整
え
る
二
つ
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。

浄
な
灯
り
を
ご
神
前
に

ご　
　

し
ん　

 

と
う

か
み     

に
ぎ
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ず
つ
丁
寧
に
奉
製
し
、
全
国
の
正
式
な
神
社

組
織
を
通
し
て
、
一
斉
に
頒
布
す
る
現
在
の

神
宮
大
麻
（
お
伊
勢
様
の
お
神
札
）
の
制
度

へ
と
刷
新
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
思
し
召
し

が
な
け
れ
ば
な
、
私
た
ち
の
も
と
に
お
伊
勢

様
の
お
神
札
が
等
し
く
届
く
状
況
は
難
し

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
神
宮
大
麻
は
今
も
国
家
の
安
泰
と
各
家
庭

の
無
事
を
祈
る
神
聖
な
御
璽
と
し
て
、
全
国

の
皆
様
の
元
へ
と
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
明
治
天
皇
の
尊
い

大
御
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
私
た
ち
が
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
歴
史
の
一
つ
で
す
。

　
令
和
六
年
に
天
皇
陛
下
よ
り
ご
聴
許
を
賜

り
、
伊
勢
の
神
宮
の
『
式
年
遷
宮
』（
二
十

年
ご
と
に
ご
社
殿
や
ご
神
宝
を
新
し
く
造
り

替
え
、
神
様
を
新
宮
へ
お
遷
し
す
る
日
本
最

大
級
の
神
事
）
に
向
け
、
諸
準
備
が
始
動
し

て
よ
り
二
年
が
経
過
し
、
伊
勢
の
地
に
お
い

て
は
様
々
な
祭
祀
や
奉
賛
行
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
本
年
は
、
木
造
始
祭
（
御
造
営
の
工
事
を

始
め
る
に
際
し
、
執
り
行
わ
れ
る
お
祭
り
）

の
斎
行
や
御
木
曳
行
事
（
式
年
遷
宮
に
際
し

て
行
わ
れ
る
、
伊
勢
を
代
表
す
る
伝
統
的
な

民
俗
行
事
。
伊
勢
市
民
や
全
国
の
崇
敬
者
が
、

神
宮
の
新
し
い
社
殿
を
造
営
す
る
た
め
の
御

用
材
（
檜
）
を
奉
曳
し
て
神
域
へ
運
び
入
れ

る
）
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
遷
宮
へ
向
け
て

の
機
運
が
着
実
に
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
二
回
目
と
な
る
本
特
集
は
、
令
和
十
五
年

に
挙
行
さ
れ
る
『
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷

宮
』
に
向
け
て
様
々
な
角
度
か
ら
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
伊
勢
の
神
宮
と
特
に
関
り
が
深

い
私
た
ち
の
家
庭
で
お
祀
り
す
る
『
お
神

札
』
と
『
神
棚
』
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
日
本
全
国
に
は
実
に
多
く
の
神
社
が
鎮
座

し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
て
格
別

な
崇
敬
を
集
め
、
神
社
の
中
心
的
な
存
在
と

し
て
仰
が
れ
る
の
が
伊
勢
の
神
宮
で
す
。

　
神
宮
に
お
祀
り
さ
れ
る
天
照
大
御
神
は
、

ご
皇
室
の
ご
祖
先
の
神
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
日
本
の
総
氏
神
』
と
し
て
大
切
に
敬
わ
れ

　
神
宮
大
麻
と
と
も
に
家
庭
の
お
祀
り
に
欠

か
せ
な
い
の
が
、『
氏
神
様
の
お
神
札
』
で

す
。
神
道
の
信
仰
に
お
い
て
、
こ
の
二
組
の

お
神
札
を
自
宅
で
お
祀
り
す
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
で
す
。

　
我
が
国
で
は
、
自
然
の
様
々
な
事
象
に
神

様
を
感
じ
、
山
や
川
、
巨
木
、
巨
石
な
ど
に

神
様
が
宿
る
と
信
仰
さ
れ
、
神
々
が
も
た
ら

す
恵
み
に
よ
っ
て
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
こ

と
に
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
て
き
ま
し
た
。

　
自
然
の
中
に
神
々
を
見
出
し
、
畏
敬
の
念

（
恐
れ
敬
う
気
持
ち
）
か
ら
始
ま
っ
た
純
粋

な
祈
り
は
、
そ
こ
に
集
う
人
々
に
よ
り
自
然

発
生
的
に
社
殿
が
建
て
ら
れ
る
と
、
地
域
を

守
る
神
様
へ
の
信
仰
へ
と
さ
ら
に
広
が
り
を

み
せ
ま
し
た
。

　
現
代
で
は
地
域
一
帯
の
守
り
神
を
広
く
氏

神
様
と
呼
び
ま
す
が
、『
氏
神
様
』
と
『
産

土
神
様
』
と
い
う
異
な
る
起
源
を
持
っ
た
神

様
へ
の
重
層
的
な
信
仰
が
現
在
の
信
仰
に
昇

華
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
産
土

神
様
』
が
そ
の
土
地
に
生
ま
れ
た
人
々
を
守

る
地
縁
の
神
様
で
あ
る
の
に
対
し
、『
氏
神

様
』
と
は
、
同
じ
血
筋
を
引
く
一
族
や
共
通

の
祖
先
を
持
つ
人
々
が
、
そ
の
祖
先
神
を
お

ま
つ
り
し
た
血
縁
の
守
り
神
を
指
し
ま
す
。

祖
先
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
命
の
繋
が
り
を

尊
び
、
一
族
の
行
く
末
を
見
守
る
存
在
と
し

て
仰
が
れ
て
き
ま
し
た
。
時
代
を
経
て
こ
の

て
き
ま
し
た
。
太
陽
の
光
が
国
中
を
あ
ま
ね

く
照
ら
す
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
の
営
み
に

等
し
く
温
か
な
恵
み
を
注
い
で
く
だ
さ
る
神

様
で
す
。

　
私
た
ち
が
ど
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、

ま
ず
は
こ
の
『
お
伊
勢
様
の
お
神
札
』
を
神

棚
へ
お
迎
え
し
、
日
々
の
感
謝
を
捧
げ
る
こ

と
が
日
本
人
の
心
に
深
く
根
差
し
た
信
仰
の

形
と
い
え
ま
す
。

　『
お
伊
勢
様
の
お
神
札
』
は
、
歴
史
の
変

遷
を
経
て
現
在
の
形
に
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
は
御
師
と
呼
ば
れ
る
神
職
た
ち
が
全

国
を
巡
り
、
お
神
札
を
配
り
歩
く
時
代
が
長

く
続
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
時
代
が
進
む
に

つ
れ
て
、
商
業
的
な
面
な
ど
も
強
ま
り
、
本

来
の
純
粋
な
信
仰
の
形
か
ら
少
し
ず
つ
離
れ

て
し
ま
う
事
象
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
明
治
の
御
代
を
迎
え
た
際
、
明
治

天
皇
は
こ
う
し
た
状
況
を
改
め
、『
国
民
が

朝
夕
に
正
し
い
形
で
天
照
大
御
神
を
敬
拝
で

き
る
よ
う
に
』
と
尊
い
思
し
召
し
を
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
あ
る
意
味
、
御
師
の
個
人

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
に
お
神
札
が
配
ら

れ
て
い
た
古
い
仕
組
み
を
廃
止
し
、『
日
本

の
総
氏
神
の
象
徴
』
と
し
て
、
国
民
に
等
し

く
神
様
の
ご
加
護
が
行
き
渡
る
よ
う
、
一
体

　
自
宅
に
お
神
札
を
お
祀
り
し
、
神
だ
な
を

整
え
る
こ
と
は
、
神
さ
ま
と
人
と
を
結
び
つ

け
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
の
和
を
育
む
た
め
の

大
切
な
営
み
で
す
。
お
水
や
お
米
を
新
し
く

お
供
え
し
、
今
日
と
い
う
一
日
を
無
事
に
過

ご
せ
る
こ
と
へ
手
を
合
わ
せ
る
、
そ
ん
な
さ

さ
や
か
な
時
間
が
、
日
々
の
忙
し
さ
で
曇
り

が
ち
な
私
た
ち
の
心
を
優
し
く
整
え
、
穏
や

か
な
安
心
感
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　
是
非
と
も
、『
お
伊
勢
様
の
お
神
札
』
と

『
氏
神
様
の
お
神
札
』
を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅

に
お
迎
え
し
、
一
日
が
整
う
「
祈
り
の
場

所
」
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

二
つ
の
信
仰
は
重
な
り
合
い
、
現
在
の
氏
神

様
と
い
う
信
仰
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
神
札
を
お
祀
り
す
る
際
に
は
、
単
に
近

く
の
神
社
の
お
神
札
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら

ず
、
お
祀
り
し
て
い
る
神
様
の
こ
と
を
神
主

さ
ん
に
教
わ
る
と
よ
り
親
し
み
と
敬
い
が
増

す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
身
が
暮
ら
す
地
域

の
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
お
神
札
を
お
迎
え
す
る
神
だ
な

で
す
が
、
選
ぶ
際
に
堅
苦
し
く
構
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
住
宅
事
情
の

変
化
に
伴
い
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の

洋
室
に
も
合
う
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の

や
、
壁
掛
け
が
で
き
る
神
だ
な
を
選
ぶ
人
た

ち
が
随
分
と
増
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
調
和
す
る
、

無
理
の
な
い
方
法
で
神
様
を
お
迎
え
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
一
般
的
に
お
神

札
は
明
る
く
清
ら
か
な
場
所
、
目
線
よ
り
高

い
位
置
な
ど
に
丁
寧
に
お
祀
り
し
、
お
神
札

の
前
面
が
南
か
東
の
方
向
を
向
く
と
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

「お伊勢様のお神札」
（神宮大麻）と

「氏神様のお神札」の

「お伊勢様のお神札」
（神宮大麻）と

「氏神様のお神札」の

第62回式年遷宮当時の▲
皇大神宮正宮（伊勢の神宮）　

写真：神宮司廳発行　
『第62回神宮式年遷宮』より　

第62回式年遷宮当時の▲
「宇治橋」　

写真：神宮司廳発行　
『第62回神宮式年遷宮』より　

御樋代木奉迎送行事▲
昨年は権宮司が奉仕しました　
（令和7年6月8日桑名市）　

第63回神宮式年遷宮（令和15年）に向けて －その2－

特別企画

全
国
の
神
社
の
中
心
と
し
て

仰
が
れ
る
伊
勢
の
神
宮

神
宮
大
麻（
お
伊
勢
様
の
お
神
札
）の

歴
史
と
明
治
天
皇
の
尊
い
思
し
召
し

一

二

ふ 　 　 だ

ふ 　 　 だし
き  

ね
ん  

せ
ん  

ぐ
う

そ
う  

う
じ  

が
み

こ  

づ
く
り
は
じ
め
さ
い

お     

き   

ひ
き 

ぎ
ょ
う  

じ

ほ
う  

え
い

み    ひ  しろ  ぎ

　

御
木
曳
行
事　

宮
司（
中
央
）が
奉
仕
し
ま
し
た　

◀（
令
和
８
年
6
月
6
日
）　

お    

き  

ひ
き
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清
浄
を
期
し
て
丁
寧
に
奉
製
さ
れ
た
神
宮
大
麻
は
、

◀
11
月
頃
に
皆
様
の
ご
家
庭
へ
頒
布
さ
れ
ま
す

ず
つ
丁
寧
に
奉
製
し
、
全
国
の
正
式
な
神
社

組
織
を
通
し
て
、
一
斉
に
頒
布
す
る
現
在
の

神
宮
大
麻
（
お
伊
勢
様
の
お
神
札
）
の
制
度

へ
と
刷
新
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
思
し
召
し

が
な
け
れ
ば
な
、
私
た
ち
の
も
と
に
お
伊
勢

様
の
お
神
札
が
等
し
く
届
く
状
況
は
難
し

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
神
宮
大
麻
は
今
も
国
家
の
安
泰
と
各
家
庭

の
無
事
を
祈
る
神
聖
な
御
璽
と
し
て
、
全
国

の
皆
様
の
元
へ
と
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
明
治
天
皇
の
尊
い

大
御
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
私
た
ち
が
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
歴
史
の
一
つ
で
す
。

　
令
和
六
年
に
天
皇
陛
下
よ
り
ご
聴
許
を
賜

り
、
伊
勢
の
神
宮
の
『
式
年
遷
宮
』（
二
十

年
ご
と
に
ご
社
殿
や
ご
神
宝
を
新
し
く
造
り

替
え
、
神
様
を
新
宮
へ
お
遷
し
す
る
日
本
最

大
級
の
神
事
）
に
向
け
、
諸
準
備
が
始
動
し

て
よ
り
二
年
が
経
過
し
、
伊
勢
の
地
に
お
い

て
は
様
々
な
祭
祀
や
奉
賛
行
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
本
年
は
、
木
造
始
祭
（
御
造
営
の
工
事
を

始
め
る
に
際
し
、
執
り
行
わ
れ
る
お
祭
り
）

の
斎
行
や
御
木
曳
行
事
（
式
年
遷
宮
に
際
し

て
行
わ
れ
る
、
伊
勢
を
代
表
す
る
伝
統
的
な

民
俗
行
事
。
伊
勢
市
民
や
全
国
の
崇
敬
者
が
、

神
宮
の
新
し
い
社
殿
を
造
営
す
る
た
め
の
御

用
材
（
檜
）
を
奉
曳
し
て
神
域
へ
運
び
入
れ

る
）
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
遷
宮
へ
向
け
て

の
機
運
が
着
実
に
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
二
回
目
と
な
る
本
特
集
は
、
令
和
十
五
年

に
挙
行
さ
れ
る
『
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷

宮
』
に
向
け
て
様
々
な
角
度
か
ら
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
伊
勢
の
神
宮
と
特
に
関
り
が
深

い
私
た
ち
の
家
庭
で
お
祀
り
す
る
『
お
神

札
』
と
『
神
棚
』
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
日
本
全
国
に
は
実
に
多
く
の
神
社
が
鎮
座

し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
て
格
別

な
崇
敬
を
集
め
、
神
社
の
中
心
的
な
存
在
と

し
て
仰
が
れ
る
の
が
伊
勢
の
神
宮
で
す
。

　
神
宮
に
お
祀
り
さ
れ
る
天
照
大
御
神
は
、

ご
皇
室
の
ご
祖
先
の
神
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
日
本
の
総
氏
神
』
と
し
て
大
切
に
敬
わ
れ

　
神
宮
大
麻
と
と
も
に
家
庭
の
お
祀
り
に
欠

か
せ
な
い
の
が
、『
氏
神
様
の
お
神
札
』
で

す
。
神
道
の
信
仰
に
お
い
て
、
こ
の
二
組
の

お
神
札
を
自
宅
で
お
祀
り
す
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
で
す
。

　
我
が
国
で
は
、
自
然
の
様
々
な
事
象
に
神

様
を
感
じ
、
山
や
川
、
巨
木
、
巨
石
な
ど
に

神
様
が
宿
る
と
信
仰
さ
れ
、
神
々
が
も
た
ら

す
恵
み
に
よ
っ
て
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
こ

と
に
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
て
き
ま
し
た
。

　
自
然
の
中
に
神
々
を
見
出
し
、
畏
敬
の
念

（
恐
れ
敬
う
気
持
ち
）
か
ら
始
ま
っ
た
純
粋

な
祈
り
は
、
そ
こ
に
集
う
人
々
に
よ
り
自
然

発
生
的
に
社
殿
が
建
て
ら
れ
る
と
、
地
域
を

守
る
神
様
へ
の
信
仰
へ
と
さ
ら
に
広
が
り
を

み
せ
ま
し
た
。

　
現
代
で
は
地
域
一
帯
の
守
り
神
を
広
く
氏

神
様
と
呼
び
ま
す
が
、『
氏
神
様
』
と
『
産

土
神
様
』
と
い
う
異
な
る
起
源
を
持
っ
た
神

様
へ
の
重
層
的
な
信
仰
が
現
在
の
信
仰
に
昇

華
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
産
土

神
様
』
が
そ
の
土
地
に
生
ま
れ
た
人
々
を
守

る
地
縁
の
神
様
で
あ
る
の
に
対
し
、『
氏
神

様
』
と
は
、
同
じ
血
筋
を
引
く
一
族
や
共
通

の
祖
先
を
持
つ
人
々
が
、
そ
の
祖
先
神
を
お

ま
つ
り
し
た
血
縁
の
守
り
神
を
指
し
ま
す
。

祖
先
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
命
の
繋
が
り
を

尊
び
、
一
族
の
行
く
末
を
見
守
る
存
在
と
し

て
仰
が
れ
て
き
ま
し
た
。
時
代
を
経
て
こ
の

て
き
ま
し
た
。
太
陽
の
光
が
国
中
を
あ
ま
ね

く
照
ら
す
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
の
営
み
に

等
し
く
温
か
な
恵
み
を
注
い
で
く
だ
さ
る
神

様
で
す
。

　
私
た
ち
が
ど
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、

ま
ず
は
こ
の
『
お
伊
勢
様
の
お
神
札
』
を
神

棚
へ
お
迎
え
し
、
日
々
の
感
謝
を
捧
げ
る
こ

と
が
日
本
人
の
心
に
深
く
根
差
し
た
信
仰
の

形
と
い
え
ま
す
。

　『
お
伊
勢
様
の
お
神
札
』
は
、
歴
史
の
変

遷
を
経
て
現
在
の
形
に
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
は
御
師
と
呼
ば
れ
る
神
職
た
ち
が
全

国
を
巡
り
、
お
神
札
を
配
り
歩
く
時
代
が
長

く
続
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
時
代
が
進
む
に

つ
れ
て
、
商
業
的
な
面
な
ど
も
強
ま
り
、
本

来
の
純
粋
な
信
仰
の
形
か
ら
少
し
ず
つ
離
れ

て
し
ま
う
事
象
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
明
治
の
御
代
を
迎
え
た
際
、
明
治

天
皇
は
こ
う
し
た
状
況
を
改
め
、『
国
民
が

朝
夕
に
正
し
い
形
で
天
照
大
御
神
を
敬
拝
で

き
る
よ
う
に
』
と
尊
い
思
し
召
し
を
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
あ
る
意
味
、
御
師
の
個
人

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
に
お
神
札
が
配
ら

れ
て
い
た
古
い
仕
組
み
を
廃
止
し
、『
日
本

の
総
氏
神
の
象
徴
』
と
し
て
、
国
民
に
等
し

く
神
様
の
ご
加
護
が
行
き
渡
る
よ
う
、
一
体

　
自
宅
に
お
神
札
を
お
祀
り
し
、
神
だ
な
を

整
え
る
こ
と
は
、
神
さ
ま
と
人
と
を
結
び
つ

け
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
の
和
を
育
む
た
め
の

大
切
な
営
み
で
す
。
お
水
や
お
米
を
新
し
く

お
供
え
し
、
今
日
と
い
う
一
日
を
無
事
に
過

ご
せ
る
こ
と
へ
手
を
合
わ
せ
る
、
そ
ん
な
さ

さ
や
か
な
時
間
が
、
日
々
の
忙
し
さ
で
曇
り

が
ち
な
私
た
ち
の
心
を
優
し
く
整
え
、
穏
や

か
な
安
心
感
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　
是
非
と
も
、『
お
伊
勢
様
の
お
神
札
』
と

『
氏
神
様
の
お
神
札
』
を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅

に
お
迎
え
し
、
一
日
が
整
う
「
祈
り
の
場

所
」
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

二
つ
の
信
仰
は
重
な
り
合
い
、
現
在
の
氏
神

様
と
い
う
信
仰
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
神
札
を
お
祀
り
す
る
際
に
は
、
単
に
近

く
の
神
社
の
お
神
札
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら

ず
、
お
祀
り
し
て
い
る
神
様
の
こ
と
を
神
主

さ
ん
に
教
わ
る
と
よ
り
親
し
み
と
敬
い
が
増

す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
身
が
暮
ら
す
地
域

の
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
お
神
札
を
お
迎
え
す
る
神
だ
な

で
す
が
、
選
ぶ
際
に
堅
苦
し
く
構
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
住
宅
事
情
の

変
化
に
伴
い
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の

洋
室
に
も
合
う
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の

や
、
壁
掛
け
が
で
き
る
神
だ
な
を
選
ぶ
人
た

ち
が
随
分
と
増
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
調
和
す
る
、

無
理
の
な
い
方
法
で
神
様
を
お
迎
え
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
一
般
的
に
お
神

札
は
明
る
く
清
ら
か
な
場
所
、
目
線
よ
り
高

い
位
置
な
ど
に
丁
寧
に
お
祀
り
し
、
お
神
札

の
前
面
が
南
か
東
の
方
向
を
向
く
と
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
の
暮
ら
し
に
優
し
く
調
和
す
る

◀
多
様
な
形
の
神
棚
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

『
お
伊
勢
様
の
お
神
札
』と

『
氏
神
様
の
お
神
札
』を
お
祀
り
す
る

現
代
の
暮
ら
し
に
調
和
す
る

神
棚
の
い
ろ
は

三

四

じ
ん  

ぐ
う  

た
い   

ま

じ
ん  

ぐ
う  

た
い   

ま

う
ぶ

み  

し
る
し

お
お   

み  

こ
こ
ろ

「神杉の木霊」小國神社の神杉を使用した特別な神だな▲
かみ すぎ　　　 こ   だま

う
じ  

が
み  

さ
ま

す
な
の
か
み 

さ
ま



　
A
I
と
同
じ
よ
う
に
、
頭
だ
け
で
何
か
を

理
解
し
た
つ
も
り
に
な
っ
て
も
、
身
体
を

使
っ
て
そ
れ
を
体
験
し
な
い
こ
と
に
は
、
本

当
に
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
頭
で
っ
か
ち
は
、
A
I
に
任
せ
て
、
私
た

ち
は
今
こ
そ
、
身
体
を
使
っ
て
世
界
を
生
き
、

そ
れ
が
で
き
な
い
A
I
に
教
え
て
あ
げ
る
と

き
で
す
。

　
さ
ら
に
、
身
体
を
使
っ
て
大
自
然
の
中
に

身
を
置
い
た
と
き
、
立
ち
上
が
る
知
性
を

「
畏
敬
知
性
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
畏
敬
知

性
と
は
、
自
分
を
超
え
た
大
い
な
る
生
命
の

働
き
に
触
れ
、
畏
怖
と
畏
敬
、
そ
し
て
感
謝

を
も
っ
て
世
界
と
関
わ
る
力
で
す
。
偉
大
な

山
、
迫
力
あ
る
滝
、
人
な
ら
ざ
る
気
配
を
感

じ
る
夜
の
森
な
ど
に
身
を
置
い
た
と
き
、
人

は
、
自
分
の
存
在
の
小
さ
さ
を
感
じ
、
大
い

な
る
自
然
に
対
す
る
畏
怖
畏
敬
の
念
を
感
じ

ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
自
ら
が
大
き
な
生

命
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ
る
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

　
神
道
は
、
古
来
、
こ
の
畏
敬
知
性
を
暮
ら

し
の
中
心
に
置
い
て
き
ま
し
た
。
山
や
森
、
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A
I
は
膨
大
な
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

◀
力
の
使
い
方
を
決
め
る
の
は
人
間
の
側
に
あ
る

　
A
I
の
進
化
が
止
ま
ら
な
い
今
、
私
た
ち

人
類
に
は
、
そ
の
在
り
方
・
生
き
方
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
人
類
が
自
分
か
ら
外
部
化
し
た
知
能
は
、

私
た
ち
を
遥
か
に
超
え
る
情
報
処
理
能
力
と

記
憶
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
能
力
で
A
I
と
競
争
し
よ
う
と

い
う
考
え
は
、
も
は
や
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
A
I
時
代
に
人
間
が
育
む
べ
き
知
性

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
「
身
体
知
性
」
で
あ
り
「
畏
敬

知
性
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
A
I
は
、
こ
の
世
界
を
記
号
と
し
て
理
解

し
て
い
ま
す
。
り
ん
ご
と
い
う
概
念
を
記
号

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
り
ん

ご
を
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
り
ん

ご
を
食
べ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
咲
く

り
ん
ご
の
花
を
思
い
出
し
て
胸
が
温
か
く
な

る
こ
と
も
で
き
な
い
の
が
、
A
I
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
世
界
を
身
体
で
生
き
て

い
ま
す
か
ら
、
身
体
を
使
っ
て
、
五
感
や
内

臓
感
覚
な
ど
を
フ
ル
活
用
し
て
、
こ
の
世
界

を
全
身
で
感
じ
、
体
験
し
、
生
き
る
意
味
を

立
ち
上
げ
ま
す
。

巨
木
や
岩
、
水
の
湧
く
場
所
に
神
を
感
じ
、

祀
り
、
手
を
合
わ
せ
て
き
た
日
本
人
の
感
性

は
、
自
然
を
支
配
す
る
対
象
と
し
て
で
は
な

く
、
命
を
生
か
す
尊
い
働
き
と
し
て
受
け
止

め
る
も
の
で
し
た
。
鎮
守
の
杜
は
、
祈
り
の

場
で
あ
る
と
同
時
に
、
土
地
の
水
を
育
み
、

生
き
物
の
棲
み
処
と
な
り
、
人
の
心
身
を
整

え
る
生
命
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

人
と
自
然
と
神
々
が
、
切
り
離
さ
れ
ず
に
共

に
あ
る
と
い
う
日
本
の
自
然
観
が
息
づ
い
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
日
々
、
お
米
を
食
べ
、
水
を

AI時代に求められる畏敬知性とは

飲
み
、
空
気
を
吸
い
、
土
が
育
ん
だ
い
の
ち

を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
ま
す
。
「
い
た
だ

き
ま
す
」
と
手
を
合
わ
せ
る
所
作
も
ま
た
、

自
分
一
人
の
力
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

多
く
の
い
の
ち
と
働
き
に
よ
っ
て
命
を
紡
い

で
い
る
こ
と
を
思
い
出
す
祈
り
で
す
。
こ
の

感
覚
こ
そ
、
A
I
時
代
に
こ
そ
取
り
戻
す
べ

き
人
間
の
中
心
軸
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
A
I
は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
何
を
大
切
に
し
、
ど

の
方
向
に
力
を
使
う
べ
き
か
を
決
め
る
の
は
、

人
間
の
側
に
あ
り
ま
す
。
自
然
へ
の
畏
怖
畏

敬
を
失
っ
た
ま
ま
A
I
を
使
え
ば
、
効
率
化

や
利
益
の
拡
大
だ
け
が
目
的
と
な
り
、
人
も

社
会
も
自
然
も
傷
つ
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
反
対
に
、
生
命
へ
の
畏
敬
を
土
台

に
A
I
を
用
い
る
な
ら
ば
、
医
療
、
教
育
、

農
業
、
防
災
、
環
境
再
生
な
ど
、
地
球
全
体

の
健
や
か
さ
に
貢
献
す
る
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。

　
A
I
技
術
そ
の
も
の
よ
り
も
大
切
な
の
は
、

技
術
を
扱
う
人
間
が
、
何
に
手
を
合
わ
せ
、

何
を
畏
れ
敬
い
、
何
を
守
ろ
う
と
す
る
の
か

で
す
。
神
道
が
大
切
に
し
て
き
た
自
然
へ
の
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「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
手
を
合
わ
せ
る
所
作
も
ま
た
、

自
分
一
人
の
力
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

多
く
の
い
の
ち
と
働
き
に
よ
っ
て
命
を
紡
い
で
い
る
こ
と
を

思
い
出
す
祈
り
で
す
。

ま
な
ざ
し
は
、
過
去
の
信
仰
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
く
、
未
来
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
方

向
性
を
与
え
る
智
慧
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
私
た
ち
は
神
道
が
大
切
に
し
て

き
た
自
然
へ
の
ま
な
ざ
し
を
、
未
来
の
知
性

と
し
て
受
け
継
ぐ
と
き
で
す
。
畏
敬
知
性
こ

そ
、
生
命
と
A
I
が
共
に
未
来
を
つ
く
る
た

め
の
羅
針
盤
に
な
る
の
で
す
。

A
I
は
世
界
を
記
号
化
す
る

畏
敬
知
性
は
自
然
の
中
で

立
ち
上
が
る



　
A
I
と
同
じ
よ
う
に
、
頭
だ
け
で
何
か
を

理
解
し
た
つ
も
り
に
な
っ
て
も
、
身
体
を

使
っ
て
そ
れ
を
体
験
し
な
い
こ
と
に
は
、
本

当
に
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
頭
で
っ
か
ち
は
、
A
I
に
任
せ
て
、
私
た

ち
は
今
こ
そ
、
身
体
を
使
っ
て
世
界
を
生
き
、

そ
れ
が
で
き
な
い
A
I
に
教
え
て
あ
げ
る
と

き
で
す
。

　
さ
ら
に
、
身
体
を
使
っ
て
大
自
然
の
中
に

身
を
置
い
た
と
き
、
立
ち
上
が
る
知
性
を

「
畏
敬
知
性
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
畏
敬
知

性
と
は
、
自
分
を
超
え
た
大
い
な
る
生
命
の

働
き
に
触
れ
、
畏
怖
と
畏
敬
、
そ
し
て
感
謝

を
も
っ
て
世
界
と
関
わ
る
力
で
す
。
偉
大
な

山
、
迫
力
あ
る
滝
、
人
な
ら
ざ
る
気
配
を
感

じ
る
夜
の
森
な
ど
に
身
を
置
い
た
と
き
、
人

は
、
自
分
の
存
在
の
小
さ
さ
を
感
じ
、
大
い

な
る
自
然
に
対
す
る
畏
怖
畏
敬
の
念
を
感
じ

ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
自
ら
が
大
き
な
生

命
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ
る
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

　
神
道
は
、
古
来
、
こ
の
畏
敬
知
性
を
暮
ら

し
の
中
心
に
置
い
て
き
ま
し
た
。
山
や
森
、
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い
た
だ
き
ま
す
と
手
を
合
わ
せ
る
の
は
、

　
多
く
の
命
の
働
き
で
命
が
紡
が
れ
て
い
る
こ
と
を

◀
思
い
出
す
祈
り
で
あ
る

　
A
I
の
進
化
が
止
ま
ら
な
い
今
、
私
た
ち

人
類
に
は
、
そ
の
在
り
方
・
生
き
方
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
人
類
が
自
分
か
ら
外
部
化
し
た
知
能
は
、

私
た
ち
を
遥
か
に
超
え
る
情
報
処
理
能
力
と

記
憶
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
能
力
で
A
I
と
競
争
し
よ
う
と

い
う
考
え
は
、
も
は
や
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
A
I
時
代
に
人
間
が
育
む
べ
き
知
性

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
「
身
体
知
性
」
で
あ
り
「
畏
敬

知
性
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
A
I
は
、
こ
の
世
界
を
記
号
と
し
て
理
解

し
て
い
ま
す
。
り
ん
ご
と
い
う
概
念
を
記
号

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
り
ん

ご
を
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
り
ん

ご
を
食
べ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
咲
く

り
ん
ご
の
花
を
思
い
出
し
て
胸
が
温
か
く
な

る
こ
と
も
で
き
な
い
の
が
、
A
I
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
世
界
を
身
体
で
生
き
て

い
ま
す
か
ら
、
身
体
を
使
っ
て
、
五
感
や
内

臓
感
覚
な
ど
を
フ
ル
活
用
し
て
、
こ
の
世
界

を
全
身
で
感
じ
、
体
験
し
、
生
き
る
意
味
を

立
ち
上
げ
ま
す
。

巨
木
や
岩
、
水
の
湧
く
場
所
に
神
を
感
じ
、

祀
り
、
手
を
合
わ
せ
て
き
た
日
本
人
の
感
性

は
、
自
然
を
支
配
す
る
対
象
と
し
て
で
は
な

く
、
命
を
生
か
す
尊
い
働
き
と
し
て
受
け
止

め
る
も
の
で
し
た
。
鎮
守
の
杜
は
、
祈
り
の

場
で
あ
る
と
同
時
に
、
土
地
の
水
を
育
み
、

生
き
物
の
棲
み
処
と
な
り
、
人
の
心
身
を
整

え
る
生
命
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

人
と
自
然
と
神
々
が
、
切
り
離
さ
れ
ず
に
共

に
あ
る
と
い
う
日
本
の
自
然
観
が
息
づ
い
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
日
々
、
お
米
を
食
べ
、
水
を

日本人は、山や森、巨木や岩、水の湧く場所に神を感じ、▲
祀り、手を合わせてきた　

桐村　里紗

医師として予防医療から終末期医
療まで幅広く臨床経験を積んだの
ち、人が暮らすことで人と地球が
健康になる国際目標である「プラ
ネタリーヘルス」を推進する。
著書に、『腸と森の「土」を育てる
微生物が健康にする人と環境』
（光文社新書）他多数。
主なメディア出演『ホンマでっか!?
TV』（腸活評論家）他。

プロフィール
医師
天籟株式会社代表取締役
一社）プラネタリーヘルス・イニシアティブ代表理事

飲
み
、
空
気
を
吸
い
、
土
が
育
ん
だ
い
の
ち

を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
ま
す
。
「
い
た
だ

き
ま
す
」
と
手
を
合
わ
せ
る
所
作
も
ま
た
、

自
分
一
人
の
力
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

多
く
の
い
の
ち
と
働
き
に
よ
っ
て
命
を
紡
い

で
い
る
こ
と
を
思
い
出
す
祈
り
で
す
。
こ
の

感
覚
こ
そ
、
A
I
時
代
に
こ
そ
取
り
戻
す
べ

き
人
間
の
中
心
軸
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
A
I
は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
何
を
大
切
に
し
、
ど

の
方
向
に
力
を
使
う
べ
き
か
を
決
め
る
の
は
、

人
間
の
側
に
あ
り
ま
す
。
自
然
へ
の
畏
怖
畏

敬
を
失
っ
た
ま
ま
A
I
を
使
え
ば
、
効
率
化

や
利
益
の
拡
大
だ
け
が
目
的
と
な
り
、
人
も

社
会
も
自
然
も
傷
つ
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
反
対
に
、
生
命
へ
の
畏
敬
を
土
台

に
A
I
を
用
い
る
な
ら
ば
、
医
療
、
教
育
、

農
業
、
防
災
、
環
境
再
生
な
ど
、
地
球
全
体

の
健
や
か
さ
に
貢
献
す
る
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。

　
A
I
技
術
そ
の
も
の
よ
り
も
大
切
な
の
は
、

技
術
を
扱
う
人
間
が
、
何
に
手
を
合
わ
せ
、

何
を
畏
れ
敬
い
、
何
を
守
ろ
う
と
す
る
の
か

で
す
。
神
道
が
大
切
に
し
て
き
た
自
然
へ
の

「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
手
を
合
わ
せ
る
所
作
も
ま
た
、

自
分
一
人
の
力
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

多
く
の
い
の
ち
と
働
き
に
よ
っ
て
命
を
紡
い
で
い
る
こ
と
を

思
い
出
す
祈
り
で
す
。

著書紹介

きり  むら    　　　り     さ

ま
な
ざ
し
は
、
過
去
の
信
仰
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
く
、
未
来
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
方

向
性
を
与
え
る
智
慧
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
私
た
ち
は
神
道
が
大
切
に
し
て

き
た
自
然
へ
の
ま
な
ざ
し
を
、
未
来
の
知
性

と
し
て
受
け
継
ぐ
と
き
で
す
。
畏
敬
知
性
こ

そ
、
生
命
と
A
I
が
共
に
未
来
を
つ
く
る
た

め
の
羅
針
盤
に
な
る
の
で
す
。

A
I
を
方
向
づ
け
る
人
の
知
性
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宮
代
神
饌
田
御
田
植
祭
の
斎
行

〜
む
か
し
の
手
ぶ
り
を
そ
の
ま
ま
に
〜

　

令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
㈰
、
宮
代
神
饌
田
に
お
い
て
御
田
植
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
爽
や
か
な
風
が
吹
き
、
清
々
し
い
空
気
の
中
、
奉
耕
者
の
内
山
博
文
様
、
森
町
副
町
長

永
井
雅
也
様
を
は
じ
め
、
約
五
十
名
の
皆
様
に
ご
参
列
を
賜
り
、
五
穀
豊
穣
へ
の
祈
り
を
込
め

て
古
式
に
則
り
神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

◆
御
田
植
祭
の
歴
史

　

当
社
の
御
田
植
祭
の
歴
史
は
古
く
、
現
存
す
る
最
古
の
記
録
「
延
宝
の
記
録
」
に
も
そ
の
様

子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
一
年
に
こ
の
記
録
や
伝
承
を
も
と
に
、
古
儀
に
復
し
つ
つ
広

く
公
開
し
、
毎
年
賑
々
し
く
斎
行
し
て
い
ま
す
。

◆
民
俗
芸
能
公
開
大
会
の
開
催

　

本
年
の
御
田
植
祭
は
、
森
町
歴
史
伝
統
文
化
保
存
会
に
よ
る
「
第
十
八
回
民
俗
芸
能
・
民
俗

行
事
公
開
大
会
」
も
併
せ
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
公
開
大
会
は
、
町
に
伝
わ
る
伝
統
行

事
を
記
録
や
伝
承
に
近
い
形
で
広
く
公
開
す
る
と
い
う
文
化
保
存
の
趣
旨
の
も
と
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

宮司祝詞奏上▲

水口呪文を奏上する 森町歴史伝統文化保存会▲
榊原淑友様　

▲田作男、早乙女として奉仕された
　旭が丘中学校有志の生徒とピエール先生

　

地
元
旭
が
丘
中
学
校
の
有
志
生
徒
の
皆
様
に
加
え
、
町
内
の
A
L
T
（
外
国
語
指
導
助
手
）

教
員
の
皆
様
に
も
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
早
乙
女
・
田
作
男
と
し
て
一
列
に
並

び
、
巫
女
の
鈴
振
り
に
合
わ
せ
て
苗
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
植
え
付
け
て
い
ま
し
た
。

◆
お
米
は
神
さ
ま
か
ら
の
大
切
な
授
か
り
も
の

　

稲
穂
は
我
が
国
に
お
い
て
、
斎
庭
の
稲
穂
の
神
勅
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
神
様
か
ら
の
授
か

り
も
の
と
し
て
大
切
に
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
代
に
お
い
て
も
、
主
食
と
し
て
私
達
の
食
生
活
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
文
化
的
に
も
意
義
深
い
食
料
で
す
。

　

本
祭
典
と
公
開
大
会
を
通
し
て
、
伝
統
文
化
の
担
い
手
を
育
成
し
つ
つ
、
大
切
な
お
米
に
つ

い
て
深
く
知
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

▲小國神社氏子青年会OB
　玉垂会・森町歴史伝統文化保存会奉仕による代掻き牛

さ    

お
と   

め
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▲幻想的な青もみじと一宮川▲家族連れの皆様が多く訪れました ▲日が沈む前から賑わいを見せる夜市

講演後に参拝された玉田師匠▶

▲会場は満員で終始賑わいました

明
神
通
り
振
興
会

新
緑
新
緑

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

特
別
イ
ベ
ン
ト
開
催
!!

特
別
イ
ベ
ン
ト
開
催
!!

玉
田
玉
秀
斎

門
前
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

小
國
神
社
の
ご
由
緒
を
講
談
で
楽
し
む
!!

　

五
月
九
日
㈯
、
小
國
神
社
明
神
通
り
振
興
会
（
会
長

倉
島
正
三
様
）
主
催
に
よ
る
新
緑
の
青
も
み
じ
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
特
別
イ
ベン
ト
が
開
催
と
な
り
、
約
一
、〇
〇
〇

人
が
訪
れ
、
賑
わ
い
の
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
併
せ
、
駐
車
場
に
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
や
物
販
な
ど
が
並
び
、
さ
な
が
ら
夜
市
の
よ
う

な
賑
わ
い
と
な
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
、
子
ど
も
用
の
巨
大
な
エ
ア
遊
具
が
設
置

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
神
社
に
突
如
現
れ
た
遊
び
場
に

夢
中
な
様
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
先
着
二
〇
〇
組
に
『
明
神
通
り
オ
リ
ジ
ナ

ル
提
灯
』
を
配
布
、
参
拝
者
ら
は
、
日
が
暮
れ
る
と
提

灯
を
手
に
宮
川
沿
い
を
散
策
、
浄
闇
に
浮
か
ぶ
明
か
り

は
、
さ
な
が
ら
蛍
火
の
よ
う
で
風
情
あ
る
ひ
と
時
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
倉
島
会
長
を
は
じ
め
、
振
興
会

に
参
画
す
る
企
業
の
経
営
陣
・
社
員
な
ど
も
自
ら
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
拝
の
皆
様
を
も
て
な
し
、
運
営
を
担

わ
れ
ま
し
た
。
明
神
通
り
振
興
会
会
員
皆
様
の
崇
敬
の

誠
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
当
社

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
地
域
の
活
性
化
に

向
け
様
々
な
団
体
と
共
創
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

五
月
十
七
日
㈰
、
大
宝
殿
に
お
い
て
、『
玉
田
玉
秀
斎
独
演
会　

小
國
神
社
も
の
が
た
り
〜

だ
い
こ
く
さ
ま
と
と
も
に
〜
』
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
累
代
神
社
を
護
り
続
け

る
神
職
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
永
職
会
」
の
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
ご
鎮
座
の
由
来
や

神
話
・
伝
承
を
『
講
談
』
を
通
し
て
伝
え
る
文
化
伝
承
活
動
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
談
と
は
、
釈
台
（
机
）
を
張
扇
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
叩
き
な
が
ら
、
歴
史
な
ど
の
物
語
を
独

特
の
語
り
口
で
読
み
聞
か
せ
る
日
本
の
伝
統
話
芸
で
す
。
落
語
家
が
「
会
話
」
で
物
語
を
進
め

る
の
に
対
し
、
講
談
師
は
優
れ
た
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
「
情
景
描
写
や
筋
書
き
」
で
聴
衆
を
引

き
込
む
、
語
り
部
と
も
言
え
ま
す
。

　

当
日
は
、
満
席
の
一
二
六
名
が
観
覧
と
な
り
、
玉
田
師
匠
の
迫
真
の
話
芸
で
物
語
の
世
界
へ

引
き
込
ま
れ
、
会
場
か
ら
は
時
折
笑
い
声
や
感
嘆
の
声
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

観
覧
の
皆
様
は
、「
大
変
興
味
深
か
っ
た
」
と
い
う
声
や
、「
ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

思
い
思
い
の
感
想
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
演
後
は
、
衆
議
院
議
員
山
本
裕
三
様
よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
、
日
本
独
自
の
伝
統
や
文
化
を

護
る
こ
と
の
重
要
性
や
国
旗
損
壊
罪
の
法
制
化
へ
の
今
後
の
道
筋
な
ど
に
つ
い
て
力
強
く
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
日
初
め
て
当
社
へ
足
を
運
ん
だ
と
い
う
参
拝
者
に
は
宮
司
か
ら
記
念
の
品
が

送
ら
れ
、
会
場
は
賑
や
か
な
空
気
の
ま
ま
閉
演
と
な
り
ま
し
た
。

小
國
神
社
も
の
が
た
り 

〜
だ
い
こ
く
さ
ま
と
と
も
に
〜

四
代
目

▲躍動感のある話芸に引き込まれました

　

自
民
党
静
岡
３
区
の
衆
議
院
議
員

◀
山
本
裕
三
氏

独
演
会
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社
頭
動
静

　

三
月
二
十
一
日
㈯
か
ら
四
月
五
日
㈰
に
か

け
て
、
桜
詣
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
、
桜
の
季
節
に
神
様
に
お
参
り
し
、

癒
し
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

古
来
、
山
桜
は
稲
の
神
様
が
宿
り
、
花
が

咲
く
と
考
え
ら
れ
、
我
が
国
で
は
農
耕
の
始

ま
り
を
告
げ
る
霊
木
と
し
て
、
日
本
人
の
心

象
風
景
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間
中
は
、
繩
巻
修
巳
様
に
よ
る
尺

八
の
奉
納
演
奏
、
濱
野
洋
子
先
生
ら
に
よ
る

琴
・
尺
八
の
奉
納
演
奏
、
戸
山
流
居
合
道
の

奉
納
演
舞
、
日
本
伝
統
芸
能
の
猿
回
し
の
奉

納
、
さ
ら
に
は
、
㈱
静
岡
木
工
様
に
よ
る
神

棚
の
展
示
販
売
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
参
拝
の
皆
様
は
、
春
の
訪
れ
を
喜
び
つ

つ
写
真
撮
影
を
す
る
な
ど
、
思
い
思
い
に
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

詣
﹄
の
開
催
!!

も
う
で

さ
く
ら

﹃
桜

◆
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
ご
神
域
で

　

四
月
四
日
㈯
午
後
十
一
時
よ
り
勧
学
祭
を

斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
氏
子
区
内
の

二
十
三
名
の
新
入
学
生
の
皆
様
に
ご
参
列
い

た
だ
き
、
学
業
成
就
と
通
学
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

普
段
耳
に
す
る
こ
と
が
な
い
「
勧
学
」
と

い
う
言
葉
で
す
が
、
学
問
を
勧
め
、
勉
学
に

努
め
る
者
を
励
ま
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

祭
典
で
は
、
子
供
た
ち
が
無
事
に
入
学
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大
神
様
に
ご
奉
告
申

し
上
げ
、
祭
典
後
お
神
札
と
記
念
の
品
を
お

渡
し
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
の
児
童
、
生

徒
ら
の
真
剣
な
眼
差
し
に
大
神
様
も
ご
感
心

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
更
な
る
ご
加
護
の
も
と
、
新
し

く
始
ま
っ
た
学
校
生
活
の
中
で
大
い
に
学
び

充
実
し
た
日
々
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

勧
学
祭
の
斎
行

◆
健
や
か
な
成
長
と
学
び
の
成
就
を
祈
願
し
て

　

四
月
二
十
五
日
㈭
森
町
出
身
、
京
都
府
在

住
の
書
家
・
杭
迫
柏
樹
先
生
よ
り
、
ご
浄
財

を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

杭
迫
先
生
は
、
ご
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

精
力
的
な
創
作
活
動
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

『
暮
ら
し
の
中
で
も
っ
と
書
を
活
か
し
て
ほ

し
い
』
と
の
願
い
を
込
め
、
様
々
な
奉
仕
活

動
も
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

去
る
四
月
二
十
三
日
に
は
、
高
市
早
苗
首

相
の
座
右
の
銘
で
あ
る
「
崇
高
雄
揮
」
の
書

が
首
相
官
邸
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

当
社
宮
司
が
首
相
官
邸
に
お
届
け
に
上
が
り

ま
し
た
。
総
理
は
、
書
の
大
家
の
気
韻
あ
ふ

れ
る
作
品
に
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

杭
迫
先
生
の
変
ら
な
い
ご
崇
敬
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 杭

迫
柏
樹
先
生
に
よ
る

ご
浄
財
の
奉
納

　

四
月
十
六
日
㈭
献
茶
祭
を
斎
行
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
祭
典
で
は
、
薫
り
高
い
銘
茶
の
産
地
森

町
で
茶
葉
を
営
む
方
々
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

「
小
國
神
社
献
茶
会
」
が
、
初
摘
み
の
新
茶

を
ご
神
前
へ
お
供
え
し
、
国
の
安
寧
、
国
民

の
繁
栄
そ
し
て
茶
業
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
小
國
神
社
献
茶
会
会
長
大
石
敏

勝
様
、
森
町
長
・
森
町
茶
業
振
興
協
議
会
会

長
太
田
康
雄
様
を
始
め
、
五
十
名
を
超
え
る

参
列
者
の
も
と
、
煎
茶
道　

静
風
流
守
本
湖

堂
様
、
天
野
智
堂
様
に
お
点
前
の
ご
奉
仕
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

献
上
さ
れ
た
お
茶
と
同
品
質
の
「
福
徳
神

饌
茶
」
は
、
小
國
こ
と
ま
ち
横
丁
に
て
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　

近
年
の
健
康
志
向
か
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
を
高
め
る
「
水
出
し
煎
茶
」
も
人
気
の
召

し
上
が
り
方
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
是

非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

◆
季
節
の
恵
み

　
　
　
　

「
福
徳
神
饌
茶
」
を
お
供
え
し
て煎茶をお供えする天野智堂様▲

縄巻様、越智様による▲
尺八・篠笛の奉納演奏　

▲参拝後に御神札と記念品を受け取る
　新小学1年生の皆様

▲首相官邸　宮司（左）・高市総理（右） ▲杭迫柏樹先生（右）

献
茶
祭
の
斎
行

が
く   

さ
い

か
ん
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五
月
五
日
㈫
午
前
十
一
時
よ
り
端
午
祭
を

斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
十
九
組
の
ご

家
族
が
参
列
し
、
賑
や
か
な
祭
典
と
な
り
ま

し
た
。

　

ご
神
前
に
は
、
菖
蒲
と
柏
餅
を
お
供
え
し
、

当
社
で
命
名
し
た
四
十
五
名
の
命
名
児
の
芳

名
帳
を
大
前
に
奉
安
し
、
健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

端
午
の
節
句
は
別
名
「
菖
蒲
の
節
句
」
と

も
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
に
民
衆
に
広
が
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
菖
蒲
は
尚
武
に
通
じ
る

こ
と
か
ら
、
男
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祝
い

ま
し
た
。
今
日
で
は
、
子
供
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
祈
る
伝
統
行
事
と
し
て
、
親
し
み

深
い
節
目
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
参
列
さ
れ
た
藤
貫
様
は
、「
子
供
が
す

く
す
く
と
元
気
に
成
長
し
て
く
れ
れ
ば
。
」

と
、
我
が
子
へ
の
温
か
な
思
い
を
語
ら
れ
ま

し
た
。 端

午
祭
の
斎
行

◆『
子
宝
』、
子
供
た
ち
は

　
　
　
　
　
　
　
　

『
国
の
た
か
ら
』
で
す

　

五
月
十
七
日
㈰
み
も
ろ
焼
き
陶
房
前
駐
車

場
を
会
場
に
、
毎
年
恒
例
と
な
る
「
も
り
も

り
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
十
一
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

森
町
に
店
を
構
え
る
土
屋
製
菓
の
今
泉
京
子

様
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
、『
森
町

の
魅
力
』
を
伝
え
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、
参
加
者
一
同
が
拝
殿
に
て
正
式

参
拝
を
お
こ
な
い
、
会
場
で
は
約
二
十
五
店

舗
が
軒
を
連
ね
、
健
康
に
配
慮
し
た
食
品
や

飲
み
物
、
こ
だ
わ
り
の
手
作
り
雑
貨
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
拝
者
ら
が

店
主
ら
と
和
や
か
に
言
葉
を
交
わ
し
、
買
い

物
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

も
り
も
り
マ
�
ケ
�
ト
の
開
催

◆
地
元
有
志
が
提
案
す
る

　
　
　
　

心
と
体
に
優
し
い
森
町
の
暮
ら
し多くの参拝者で賑わいました▲

　

こ
の
度
、
小
國
神
社
参
拝
土
産
と
人
気
の

ご
縁
を
広
が
る『
え
ん
バ
ウ
ム
』が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
品
は
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
と
し
て
は
珍

し
く
生
地
に
『
米
粉
』
を
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
お
米
は
主
食
と
し
て
食

卓
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
一
方
、
お
米

（
稲
）
は
神
様
か
ら
の
賜
り
物
と
し
て
、
ま

た
神
様
へ
の
最
も
重
要
な
供
え
物
の
一
つ
と

し
て
、
我
が
国
の
文
化
の
根
源
を
築
い
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、『
お
米
の

多
様
性
』
に
注
目
し
た
ヤ
タ
ロ
ー
グ
ル
ー
プ

が
開
発
を
担
い
、
こ
と
ま
ち
横
丁
限
定
で
販

売
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
参
拝
の
折
に
は
、
さ
ら
に
し
っ
と
り
、

美
味
し
く
な
っ
た
『
え
ん
バ
ウ
ム
』
を
ぜ
ひ

お
求
め
く
だ
さ
い
。

ご
縁
広
が
る
﹃
え
ん
バ
ウ
ム
﹄
が

さ
ら
に
美
味
し
く
な
り
ま
し
た
!!

◆
皆
さ
ま
に
お
な
じ
み
の
参
拝
土
産
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
!!リニューアル後、さらに人気急上昇!!▲

▲和やかな表情の藤貫様ご一家

ご    

さ
い

た
ん

　

こ
の
度
、
㈱
久
米
吉
代
表
取
締
役　

倉
島

正
三
様
よ
り
、「
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
」
に
ち

な
む
、
五
月
二
十
四
日
㈰
に
ご
浄
財
を
ご
奉

納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

㈱
久
米
吉
は
、
安
政
元
年
創
業
の
老
舗
こ

ん
に
ゃ
く
店
で
、
そ
の
品
質
か
ら
全
国
の

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
も
流
通
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
倉
島
様
は
本
業
の
傍
ら
明
神
通
り
振

興
会
の
会
長
と
し
て
も
ご
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
社
会
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
奉
納
い
た
だ
い
た
多
額
の
ご
浄
財
は
、

神
社
の
護
持
運
営
に
資
す
る
よ
う
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

倉
島
様
の
変
わ
ら
な
い
ご
崇
敬
の
真
心
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
久
米
吉
様
に
よ
る

ご
浄
財
の
ご
奉
納

◆
大
神
様
へ
の
感
謝
と
真
心
の
お
供
え

▲㈱久米吉　倉島正三様
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　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

々
と
お
祭
り

神
々
と
お
祭
り

神　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史

を
ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を

生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と

生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り

返
し
行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で

信
仰
や
文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の

な
か
か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の

礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

か
み 

ま
つ

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史

を
ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を

生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と

生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り

返
し
行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で

信
仰
や
文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の

な
か
か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の

礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

か
み 

ま
つ

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史

を
ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を

生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と

生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り

返
し
行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で

信
仰
や
文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の

な
か
か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の

礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

か
み 

ま
つ



中
野
　
桜
佑

佐
々
木
弥
桜

磐
田
市

掛
川
市

鶴
見
　
奏
斗

山
崎
　
央
眞

森
　
町

掛
川
市

当社で命名奉告をされた皆様には
5月5日の端午祭へご案内いたします▶

中
村
　
虎
白

浅
野
　
愛
茉

袋
井
市

浜
松
市

神社の境内に点々と小さなお社、その正体は？
　神社の境内を歩いていて、小さなお社、祠を見かけ
たことはないでしょうか。これらは神社（本社）に対
して摂社、末社と呼ばれる神社で、規模の大小を問わ
ず多くの神社に付随して存在します。
　摂社は本社のご祭神と縁故の深い神を祀っており、
ご祭神の妃神、御子神、荒魂の他、社地の地主神を祀
ることもあります。摂社という語は15世紀の『日本書
紀桃源抄』に見えており、伊勢神宮の別宮を指す語と
して登場しています。小國神社では本殿東の御垣内に
鎮座する並宮社が摂社となります。

　末社は「えだやしろ」とも称され摂社に次ぐ格式を
持ち、様々な理由により祀られたため、必ずしも本社
の御祭神と深い縁があるとは限りません。その初出は
早く12世紀の『吾妻鏡』に見え、中世前期には既に末
社が存在したことがうかがえます。中世以降に流行し
た伊勢、八幡、白山、日吉、諏訪、稲荷、天神といっ
た神社の分祀が多く、小國神社では、境内の内外に多
数の末社があり、その創祀時期や由緒はバラバラです。
　是非とも各地の神社へご参拝の折は摂社、末社にも
お参りください。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト：小國神社ものがたり
作：たたら なおき

新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

　
様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　
当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

生
を
受
け
�
生
を
伝
え
る

「
人
の
一
生
」

だ

ふ

命
　
　
　
名

令
和
八
年
三
月
一
日
〜

令
和
八
年
五
月
三
十
一
日

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告

21



小國神社のこれからの
祭典 行事

小國神社のこれからの
祭典 行事
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　月次祭は、毎月欠かさずに行われ、神職
が日本国、また地域の平安と、氏子崇敬者
の安泰を祈ります。月参りともいわれ、こ
の日にお参りするとご加護が受けられると
もいわれています。歴史的にも大変古く、
その始まりは、平安中期に編纂された延喜
式にも「月次祭」の記述があります。
　事前申込みは必要ありません。どなたで
もご参列できます。ご参列の際は、祈祷受
付にお声かけください。

写真コンテスト入選作品
「ことまち池と黄色椛」（上田修平）

写真コンテスト入選作品
「ことまち池と黄色椛」（上田修平）

9月～  12月

師走大祓式

疫　神　齋
えき　　　　　 じん　　　　　 さい

しわす　　　おお　 はらえ　 しき

｢つきなみ｣とは毎月
平和と安全を祈る大切なお祭りです

月次祭ご参列のご案内

日時：毎月1日・18日10時より（約30分程度）
場所：小國神社拝殿

つき  なみ   さい

12月 師走
しわす

月次祭
一宮祖霊社月次祭
本宮山月次祭
鎮火祭
甲子祭
月次祭
滝宮例祭
初穂献納祭
煤佛祭
大祓式
除夜祭
治郎柿ワイン完成奉告祭

（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午後 3時30分）
（午前10時）
（午前10時）
（午前11時）
（午前11時30分）
（午後 1時）
（午後 3時）
（午後 4時）

11月 霜月
しもつき

（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午後 4時）
（午前10時）
（午前10時）

月次祭
一宮祖霊社月次祭
明治祭
本宮山月次祭
山神社例祭
七五三祝祭
月次祭・稲祭
疫神齋
地鎮祭
新嘗祭

1日
1日
3日
6日
7日

15日
18日
19日
21日
23日

1日
1日
6日

中旬
16日
18日
18日
18日
25日
31日

12月中旬

　12月31日午後3時より、師走大
祓式を斎行いたします。下半期の
罪穢れをお祓いし、清々しく新た
な年を迎えることができます。ど
なたでもご参列ができますので、
ご家族皆様でご参列下さい。

　11月19日午後4時より、疫神齋
を斎行いたします。当社に古くよ
り伝わる特殊神事の一つです。
300年以上前の古記録『延宝の記
録』にも記載された、疫神鎮送の
祭祀です。

　11月23日10時より、大神様へ
1年の収穫と諸産業発展の感謝を
申し上げる新嘗祭を斎行し、奉納
農産物感謝祭や篤志奉納者への感
謝状の贈呈式も執り行います。年
間の祭典の中でも最も重要な祭祀
の一つです。
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9月～  

秋季皇霊祭遙拝式
しゅう　  き　　 こう　  れい　  さい　  よう　　はい　　しき

　10月1日午前11時より、宮代神饌田抜穂
祭を斎行いたします。神饌田で行われる稲
穂の収穫神事で、5月の御田植祭で地元旭
が丘中学校の生徒が植えた稲を、白装束姿
の奉耕者が忌鎌で丁寧に刈り取ります。収
穫された稲穂は新嘗祭でご神前にお供えさ
れ、一年の五穀豊穣に感謝を捧げます。

宮代神饌田抜穂祭のご案内

新　嘗　祭
にい　　　　　 なめ　　　　　 さい

9月 長月
ながつき

月次祭
一宮祖霊社月次祭
本宮山月次祭
月次祭
秋季皇霊祭遙拝式
一宮祖霊社秋季祭

（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時30分）

1日
1日
6日

18日
23日
23日

10月 神無月
かんなづき

月次祭
宮代神饌田抜穂祭
一宮祖霊社月次祭
本宮山月次祭
神嘗祭遙拝式
甲子祭
神嘗奉祝祭
月次祭
福神像頒布式

（午前10時）
（午前11時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時15分）

（午前10時）

1日
1日
1日
6日

17日

18日

　12月31日午後3時より、師走大
祓式を斎行いたします。下半期の
罪穢れをお祓いし、清々しく新た
な年を迎えることができます。ど
なたでもご参列ができますので、
ご家族皆様でご参列下さい。

　11月23日10時より、大神様へ
1年の収穫と諸産業発展の感謝を
申し上げる新嘗祭を斎行し、奉納
農産物感謝祭や篤志奉納者への感
謝状の贈呈式も執り行います。年
間の祭典の中でも最も重要な祭祀
の一つです。

　9月23日、宮中では歴代の天皇
・皇后・皇親の御霊を祀る祖霊祭
『秋季皇霊祭』が厳かに行なわれ
ます。当社では、同日に皇居内の
皇霊殿の方角に向いて拝礼し、皇
室の弥栄と国の安寧を祈ります。

みたま
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玉
垂
七
十
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
の
季
節
、
早
苗
が
日
毎
に
育
っ
て
い
く
様

子
や
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
と
う
も
ろ
こ
し
畑
が

青
々
と
広
が
り
、
神
々
が
運
ぶ
季
節
の
尊
さ
と

生
命
力
溢
れ
る
風
景
に
心
が
躍
り
ま
す
。

　
神
社
で
は
日
々
、
神
様
に
「
神
饌
」
と
し
て

海
や
山
、
野
の
恵
み
な
ど
土
地
の
作
物
な
ど
を

お
供
え
し
、
神
様
か
ら
の
御
恵
み
に
感
謝
を
捧

げ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
私
た
ち
は
日
常
、
食
卓
で
手
を
合

わ
せ
、『
い
た
だ
き
ま
す
』
と
感
謝
の
心
を
捧

げ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
神
祭
り
に
も
、

日
常
に
も
現
れ
る
こ
の
『
美
し
い
日
本
の
心
』

を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
他
方
、
近
年
我
が
国
の
食
料
安
全
保
障
に
つ

い
て
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
政
治
や
経
済
の
仕
組
み
だ
け
で
解
決
で
き

る
問
題
で
は
な
く
、
国
民
そ
れ
ぞ
れ
の
心
持
ち

も
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
問
題
解

決
に
取
り
組
む
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
私
た
ち
の
祖
先
が
大
切
に
し
て
き
た
『
和

の
心
』
の
有
り
様
を
今
に
活
か
す
こ
と
も
ま
た

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
目
の
前
に
あ
る
食
事
に
、
手
を
合
わ

せ
て
深
く
感
謝
す
る
。
そ
ん
な
神
道
の
原
点
と

も
言
え
る
『
静
か
な
営
み
』
が
も
つ
『
無
限
大

の
可
能
性
』
に
思
い
を
致
し
、
社
務
に
精
進
し

て
参
り
ま
す
。

編
集
後
記

イ
ラ
ス
ト
：

小
國
神
社
明
神
通
り

縁
結
び
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
づ
ち
君
」（
上
）「
こ
づ
ち
姫
」（
下
）

た
ま
だ
れ
　
第
七
十
五
号
　
令
和
八
年
七
月
九
日
　
題
字
揮
毫
／
書
家 

杭
迫
柏
樹 

し
ん 

せ
ん

み
　 

め
ぐか

ん
な
が
ら
の
み
ち

小國神社
公式Instagram

小國神社
公式Webサイト
（Domestic）

小國神社
公式Webサイト
（Overseas）

公式HP・SNSのご紹介

◇ 

辞
令
交
付 

◇

巫
女
見
習
い
　
渥
美
　
智
尋

小
國
神
社
巫
女
に
任
ず
る

（
令
和
八
年
五
月
一
日
付
）

巫
女
見
習
い
　
浜
田
　
梨
瑚

小
國
神
社
巫
女
に
任
ず
る

（
令
和
八
年
六
月
一
日
付
）

巫
女
見
習
い
　
丹
田
　
橙
醒

小
國
神
社
巫
女
に
任
ず
る

（
令
和
八
年
六
月
一
日
付
）

　
　
　
　
　
　
古
田
　
百
麗

小
國
神
社
巫
女
見
習
い

に
任
ず
る

（
令
和
八
年
六
月
二
十
二
日
付
）

　
新
体
制
の
も
と
、
職
員
一
同
、

神
慮
を
畏
み
、
宮
司
を
輔
け
、

祭
祀
の
厳
修
と
ご
神
徳
の
発
揚

に
精
励
致
す
所
存
で
す
。

　
今
後
と
も
倍
旧
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
美
し
く
開
花
し
ま
し
た

神
さ
ま
の
懐
に
抱
か
れ
な
が
ら
初
夏
の
風
情
に
親
し
む

　
本
年
は
、
五
月
二
十
一
日
㈭
か
ら
六
月
十
四
日
㈰
ま
で

開
園
い
た
し
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
五
、
三
八
四
名
の
来

園
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
生
育
状
況
も
上
々
で
昨
年
よ
り
早
い
開
園
と

な
り
ま
し
た
が
、
美
し
い
花
々
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
花
し
ょ
う
ぶ
は
、
日
本
の
園
芸
文
化
の
結
晶
と
も
称
さ

れ
ま
す
。
そ
の
花
姿
は
「
日
本
の
美
」
の
象
徴
で
あ
る
こ

と
か
ら
明
治
天
皇
も
好
ま
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
ご
来
園
の
皆
さ
ま
一
様
に
穏
や
か
な
表
情
で
ゆ
っ
た
り

と
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
宮
花
し
ょ
う
ぶ
園


